
4.4 参 考

参考資料 1:競 争的資金制度一覧 (平成 22年度)
平成22年4月

内閣府とりまとめ

省庁名 予算区劣 担当機関

H22fFガ竜

制度名            予 算額
ζ百万円ヽ

内閣府
委託費 本府 食品健康影響評価技術研究 343

計 343

総務 省

本 省 戦略 的情 報 通 信 研 究 開 発推 進 制度 1.787

本 省 地球温暖化対策ICTイ ノベーシヨン推進事業 566

運営費交付金 情報通信研究機構 新たな通信 ・放送事業分野開拓のための先進的技術開発支援 210

財政投融資 情 報通 信 研 究機 構 民間基盤技術研究促進制度 1.400

委託 費 消防庁 消防防災科学技術研究推進制度 254

計 4,217

文部科学省

補助金
不 自

日本学術振興会
科学研究費補助金 200,000

運営費交付f 科学技術振興機構
戦略的創造研究推進事業
:「社会技術研究開発事業」を含む)

52,519

補助金 本 省 科学技術振興調整費 29.643

補助金 本 省 大学院教育改革推進事業 (うちグローバルCOEプ ログラム) 26.474

補助金
委託費

委託費
委託費

本省 世界 トップ レベル研究拠点プログラム (wPI) 7.283

本 省 キーテクノロジー研究開発の推進 18,349

本 省 也球観測システム構築推進ブラン

本 省 京子カシステム研究開発事業 4,144

委託費 本 省
政策や社会の要請に対応 した人文 ・社会科学研究推進事業
～近未来の課題解決を目指 した実証的社会科学研究の推進～

委託費

委託費

委託費
委託費

本 省 時色ある共同研究拠点の整備の推進事業 430

本省 毎洋資源の利用促進に向けた基盤 ツール開発プ ログラム 700

本 省 京子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ 997

本 省 ナノテクノロジーを活用 した環境技術開発 410

運営費交付金 科学技術振興機構 地球規模課題対応国際科学技術協力事業 1.807

運営費交付` 科学技術振興機構 戦略的国際科学技術協力推進事業 (共同研究型) 417

運営費交付f 斗学技術振興機構 研究成果最適展開支援事業 16.580

委託 費 本 省 宇宙利用促進調整委託費 492

運営費交付f 科学技術振興機構 先端的低炭素化技術開発 2.500

運営費交付` 鮮学拮術 掘 風 機 構 産学 イ ノベ ー シ ョン加 凍 事 業 6.224

小   計 369,118

厚生労働省

本省 厚生労働科学研究費補助金 43,389

運営費交付金 医薬基 盤 研 究 所 保健医療分野における基礎研究推進事業 6_301

J  ヽ 計 49,690

農林水産省

本 省 新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業 6,183

運営費交付金 農業・食品産業技術総合研究機構 イ ノベ ー シ ヨン創 出 基 礎的 研 究推 進 事 業 5.994

小   計 12,178

経済産業省

運営費交付金 新エネルギー ・産業技術総合開発機構 童業技術研究助成事業 3.092

運営費交付f 新エネルギー ・産業技術総合開発機構 大学発事業創出実用化研究開発事業 1.242

運営費交付 f 石油天然ガス `金属鉱物資源機構 石油・天然ガス開発・利用促進型事業 267

碁託 書 本 省 地域イノベーシ ヨン創出研究開発事業 3.382

運営費交付f 新エネルギー ・産業技術総合開発機構 省エネルギー革新技術開発事業 7_000

小  計 14,983

国土交通省

E営 費交付f 決道建設 ・運輸施設整備支援機構 運輸 分 野 にお け る基 礎的研 究Dt E制 度

補助金 本 省 建設技術研究開発助成制度 250

/ト 計 bZ3

環境省

本 省 盾環型社会形成推進科学研究費補助金 1.738

委lt費 補助f 本 省 地球温暖化対策技術開発等事業 5,022

碁証 書 本 省 景境研究総合推進費 5.269

計 12,029

〈口
一訂

463,081
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5 参 考資料

グリーンロイノベーションタスクフォースでは、本アクション・プランで設定した4つ

の課題の解決のため、9つの方策を設定し、当該方策の推進に関係する施策をある程度広

範にとらえて整理した。

これらの方策及びその推進の俯轍図を以下に示す。

○課題 「再生可能エネルギーヘの転換」

方策① 太 陽光発電による再生可能エネルギーヘの転換の促進 (10ページ参照)

【方策推進の俯轍図】

【太陽光発電による再生可能エネルギーヘの転換の促進】
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太陽光発電の高効率イし 低コストイしの基1是を4 0う革e F l的材十1研究
太陽光発電の基礎的な反「tメカニズムの解明

新原理の太陽光発電の先端的 革新的研究 '、工光合成  な と

原理解明など

基礎研究への

立ち返り

太陽光発電の飛躍的な性能向上とコストダウン

実用イしされ ている結晶シリコン太陽電池のイ=コスト化

新材料 新構造を活用|て飛躍1句な効率向上とコストイ̀減 をEk」る

太陽電池の研究開発

薄膜シリコン 化合物系 有機系等の省シリコン シリコン代替ll

料の太陽電,也の研究開発

長寿命化技術の開発               な と

く太陽光発電>

【モジュール製造
コスト】75円/W

【モジュール変換
効率】～35%

発電量 信頼性評価技術
リサイクル技術    な と

連携した研究開発

情報 成果の共有

各種再生可能エネルギーの導入

太陽熱の利用1太陽熱発電、太陽熱利用システム)

風力発電(陸上風力 洋上風力,

海洋エネルギーの利用r波力発電 潮汐 潮流発電 ,

地熱発電
中小規模の水力発電              な ど

再生可能三ネノしギー0大 量導入に貞けた電力系統の安定イヒ

蓄電池の大容量化、長寿命化 |`コスト化

菩電池の充放電効率向上 く善電池>

【寿命】
20年

【コスト】
15万円/kWh

再生可能エネルキー発電量把握 出力予測

需給バランスの制御による安定化
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1   国
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   |l o国 際共同研究 O国際標準化へむけた取組 ○持続可能性基準へ向けた取組   な ど                    >
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方策② バイオマスによる再生可能エネルギーヘの転換の促進 (14ページ参照)

【方策推進の俯敵図】

oバイオ燃料利用促進に向けたイン"整 備 0■取制度の創設 O劇度見直し・法規調整"
O′ イ`オマスタウンの高度化 0社 会受害性の確立 など

【バイオマスによる再生可能エネルギーヘの転換の促進】

固

冊

圃

□

熱化学的変換による燃焼 ガス化・炭化

セルロース系バイオマスの糖化・発酵

軽油代替燃料製造
・廃葉物系バイオマスの有効利用

下水汚記の高度利用
・藻類 微生物バイオマスの利用    な ど

・稲わら 林地残材など未FI用資源の収集、輸送、厳出
・パイオマス原料用植物の選抜 育成   な ど

石油資源代替のパイオマス資源技術開発    努 看篇

・パイオマスプラステツク、プロビレン・プロ′`ノール製造
バイオリフアイナリー
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○課題 「エネルギー供給 口利用の低炭素化」

方策③ 原 子力発電による社会の低炭素化の推進
口 推進方針と期待される効果

原子力発電は、我が国の総発電電力量の26%を支え、温室効果ガス排出削減に極めて

大きく貢献するとともに、エネルギー安全保障上からも、エネルギー戦略の基幹に位置

付けられることから、2020年の達成目標を明確にして、着実に推進すべきである。さら

に、我が国は世界 トップクラスの技術力を有しており、今後、アジア諸国をはじめとす

る社会インフラの国際展開により経済成長にも大きく貢献することが期待できる。

2030年前後の大規模な代替炉建設需要を見据えた次世代軽水炉の研究開発、さらに、

長期計画に基づいた高速増殖炉サイクル技術、核融合技術の研究開発は、長期的なエネ

ルギー安全保障と温室効果ガス排出削減につながることから、我が国の国際競争力を維

持しつつ、研究開発を戦略的に推進することが重要である。

【方策推進の俯敵図】

【原子力発電による社会の低炭素化の推進】

□
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1 普
ル 規制施策

|

1  国際展開  〕
1 0規

制の見直し 0新 検査制度の導入と運転中保全の実施・拡大 0稼 働率の向上 な ど
                 __」 〕>

1 0海 外展開のための各種支援  0原 子力協定の締結  な ど                           _ン

次世代軽水炉の実用化に向けた研究の推進
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方策④ 化 石資源の効率的使用
・ 推進方針と期待される効果

我が国の高効率火力発電、製造プロセス技術、二酸化炭素回収 ・貯留 (CCS)や、超

電導送電技術は、温室効果ガス排出削減に大きく貢献するとともに、海外展開も拡大す

るとの期待が大きい。

ガスタービン複合発電 (GTCC)、石炭ガス化複合発電 {IGCOを中心とした火力発電の

高効率化は、温室効果ガス排出削減の寄与も大きい上に材料開発等、裾野の広い技術で

あり、産業育成の波及効果も見込まれる。さらに 2020年以降も見据えたときには CCS

による温室効果ガス排出削減も有力な選択肢の 1つであり、石炭ガス化複合発電 (IGCC)

等とCCSとの組み合わせにより、ゼロエミッション火力発電の実現も期待できる。

また、我が国の製造プロセス技術は世界最高水準の省エネ化を達成しているが、さら

に環境調和型製鉄プロセス等、革新的な製造プロセスの技術開発により、国際競争力を

維持するとともに、国際展開を図ることができ、途上国等への展開による世界の温室効

果ガス排出削減や市場拡大も可能である。

これらの国際競争力を有する技術は、持続的な研究開発により、今後も圧倒的な優位

性を維持しつつ、積極的に海外展開を図るべきである。

【方策推進の俯轍図】

【化石資源の効率的使用】
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ガスタービンの撚焼温度高温化対応
燃料電池とガスターービンの複合発電   な と

火力発電の高効率化の基礎を担う革新的材料研究

t高面1熱材料 高耐食材料など)       な と

先進的超 臨々界圧発電( A  U S C ,

石炭ガス化複合発電( G C C )′低品イi石炭カス化 改質

石炭ガスイヒ燃料電'じ複合発発電( G F C )  な
と

化学吸収法のコストダウン

物理吸収 吸着法の基礎研究 適用検討

高選択性1■の‖l発とコストダウン 大規模化
  な ど

貯留安定性確保へ 向けたC02挙 動 予p

環境影響 安全性評価

鶴 こ軟 進:i:llili:l亀ス
嶽 金副 料製造ブロセス

: コ菫槻譜肥 新的嘘 プロセス
など

O環 境影響の評価 0社 会受容性の形成 など

10国 際共同研究 など                                                    >
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○課題 「エネルギー利用の省エネ化」

方策⑤ 次 世代自動車の普及による交通運輸分野の低炭素化 (17ページ参照)

【方策推進の俯轍図】

【次世代自動車の普及による交通運輸分野の低炭素化 (1)】

O充 電インフラの整備
0基 準化 標準化

O規 制 制度見直し、法整備
O公 共的車両への積極的導入  O  T Sな どのフイールド実I I実験の実施 な ど

1 0国
際標準化   O国 際共同研究  O海 外展開のための各種支援      な ど                     >

【次世代自動車の普及による交通運輸分野の低炭素化 (2)】

順次市場 投入

×高効率船m高 効率航空 機は 国際輸送 からの温室 効果ガス排出肖1減に大きな貢献が期

待できるが 国際 F送 の温室 効果ガス排出に関 するルールは未確立であり 現在国際的な

lt・組み作 りが進められている.

O水 素供給インフラの整備   O規 制・申l度見直し、法整備
O基 準化 標準化       O公 共的車両への積極的導入  O TSな どのフィールド実証実験の実施

O国 際標準イし   0国 際共同研究  O海 外展開のための各種支援  な ど

5̈8¨

檀缶並ブL/:2丞 JL7‐の上、めの目的基礎研究の建

原理解明など
基礎研究への

=キi的材ォ1研究

t,也の上礎的なメカニズヱ、の解明

新「:理などの先'高的 革新的4∴ 竜′せJ ■ヽ究
「
~|:=忙

"色 キ'+1及びその加工技術の■ll究用発  ′,こ

駆動用韻 池の飛躍的な性能向上と低コストJL研究の推進

高⊥ネルキ 密 ′■イし 長寿|||しにコメ|イt

の ための高性能 二次 t池 の 1発

11続距副 向 上を目,|_′=干 夕 ,■ σ,¬ ナ

小型 性 冨化

更なる性能向上、

低コストイし、

技術の海外展開

くPHV車:バッテリー性能>
【エネルギー密度】200,Vh/kg
【コスト】約2万円/kWh
くEV車:バッテリー性能>
【エネルギー密度】250'Vh/kg
【コスト】約2万円/kWh
【走行距離】200km

くPHV車:バリ庁リコ性能>
【エネルギー密度】100Wh/kg
【コスト】約3万円/kWh
くEV車 バッテリ́ 性能>
【エネルギー密度】150Vヽh/kg
【コスト】約3万円/k晰
【走行距離】120km

41ワーェレクトロ豊クスI=Jる

高効率な電力の制御と利用

大型車両の電動|ヒ:川するIII究‖1発

需要側エネ上士■マ室ジメン上の実現 連携した研究1月発

‖ツ何に設置される吾電池の‖発 帯‖け支術の開発,と
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技術的ブレー
乞丞ルーのための目動 究の推進

革新的材料0 1発

先端的 単新的な燃料電池研究 |ナノ構i宣材料等
原理解明など

基礎研究への
立ち返り

更なる低コスト化、

耐久性向上、

技術の海外展開

低コスト化を狙つた低白金化触以や白金代:^崚・・●

面1久性向上 高温 |=加'W作動化に合する■解質

膜改良

航続距離向上を狙 りた高密度水斗.貯蔵技ltl なと

【車両効率】60%
【耐久性】5000時間
【システムコスト】約100万円

技術的ブレークスルーのための目的基礎研究の推進

革新的材 料尉l発
2020年以降の実用化を目lhした革新的水素製造 など 基礎研究

成果の反映

水桑吸 蔵含全の 1/f

主機改良・排熱回収、高効率プロペラ

エンジンの高効率化、炭素繊維複合材料による軽量化技術などによる省エネ化



方策⑥ オ フィス ・住宅の省エネ化
・ 推進方針と期待される効果

民生部門の省エネ化と温室効果ガス排出削減は、国民の理解と積極的な協力のもと

に、官民一体となつて進められることが期待される。住宅 ロオフィスの省エネ化に関す

る高断熱化、ヒー トポンプ、定置用燃料電池、高効率照明の開発 ・普及、さらには情報

通信 ・ネットワーク技術を活用した省エネマネジメントシステムを有機的に連携させて

総合的に推進すべきである。

また、我が国の技術水準が高い、ヒー トポンプ、燃料電池、高効率照明などは、研究

開発によるブレークスルー創出、イノベーション創出が重要である。今後も優位な国際

競争力を維持し続けるために、低コス ト化や効率向上の研究開発を推進することが重要

である。またその結果として、これらの導入に必要な費用の縮減が期待できることから、

普及促進に対する研究開発の担う役割は非常に大きい。

【方策推進の俯轍図】

曰

冒

田
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〔勢規制施策|
〔  国際展開  〕

Oトップランナー制度の効果的運用     Oラ ベリング制度の活用

O規 制 制度見直し、法整備       0フ イールド実証実験の実施 な ど

1 0国 際標準化   0国 際共同研究  O海 外展開のための各種支援  な ど                         >
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圧縮機 熱交換器の高効率化

低環境負荷冷蝶技術

未和l用排熱や未利用熱源の活用ンステム

:〕乳 η健彬孵r混牌
術   な ど

更なる

効率向上、寿命向上、

技術の海外展開

高効率化のための自色 LED用 蛍光材料

発売効率の 向上を狙つた、in効率 LED有 械 Eにデバイス

有秒「Lの 長寿命化 高効率化のための材半1‖1発  な `

技術的ブレータスルーのための目的基礎研究の推進

革新的材料 30発

定置用燃盤電叫 }ti耐 久性向上皿究の推進

低コスト1ヒを狙つた低白金化触媒や白金代替触螺

原料 部材の1=コスト化

耐久性向上 高温 低加湿作rll化に資する電解質
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SOFC/PEFC

【発電効率】
40%以上/33%

【耐久性】
4万時間以上/9万時間

【コスト】50～l l10万八W/
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【オフィス・住宅の省エネ化 (2)】

・性能評価手法
・既設設備の性能性定技術   な ど

IⅢⅢ Ⅲ    I    >
需要倒エネルギ_マネジメントあ実現
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方策⑦ 情報通信技術の活用による低炭素化 (21ページ参照)

【方策推進の俯敵図】

1普ル規制施策〕

〔  国際展開  |

Oトップランナー制度  0制 度見直し‐法整備  ○ チヤレンジ25の 推進 な ど

「O国漂夏吾慕究 O吾 際標準化へ向けた取組み  な ど                                  >

【情報通信技術の活用による低炭素化】
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1高報i■信技術を活用したテレワーク

健康 医療 介言̀分野等における情報通信イントワ ク の和1用 な と

債報通信機器:立スニ… Й立上2ニ クの量道化
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光ル ータこよる全光ネットワークの実現     な と

ヘラロジエアスマルチコア

デバイスの微細化のための新構造 単新的材料の研究r■l発

パワ~工 ιンクトロIクスによる省エネ化

スヒントロニクス

憫 家電の高効率化、低コスト1ヒ1子よる省栞ネ

有機ELディスプレイの研究開発

冷凍冷蔵設備の省エネ化 ノンフロン化

空調の高効率化 ノンフロン化

待機時'肖費電力肖」減による省エネ化  な ど
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○課題 「社会インフラのグリーン化」

方策③ 豊 かな緑環境 ・自然循環の形成 (24ページ参照)

【方策推進の俯轍図】

【豊かな緑環境 口自然循環の形成】

予皿

。地球観測データを活用したイノベーションの創出
・気候変動の観測・予測・統合解析

気候変動1三i匡 た森林、生

・気候変動に対応した自然生態系の保全と活用
・森林資源のモニタリングや循環利用による気候変動への対応強化

循環型食料生産の推進

・気候変動に対応した循環型食料生産の推進
・ゲノム解読等を活用した循環型食料生産のイノベーション倉」出
・情報通信技術を活用した食料生産システムの開発

O規 制や制度の見直し    O低 炭素型ライフスタイル・ヒ
・
シ
‐
ネスモデル

O地 域住民参加、NPO支援、普及啓発、気候変動のリスクコミュニケーション

Oヒ
‐
シ
‐
ネスとして

O我 が国の技術による途上国支援等の国際貢献

気候変動に柔軟に対応した社会
システム

より豊かで多様な自然環境形成

気候変動に対応した安心で豊か
な食生活の確保

社会・生活・産業への漫透

国際市場進出と途上国等での気
候変動対応策実施
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方策⑨ 住 まい、交通、地域の環境先進化
・ 推進方針と期待される効果

社会インフラのグリーン化に向けて、環境先進技術による都市の生活 ・生産基盤の再

構築を図るため、本方策を設定する。住まいの環境先進化、情報通信技術を活用した交

通 ロエネルギー ・地域づくりの環境先進化、水イノベーションにおいて環境技術のブレ

ークスルー創出を進める。同時に社会システム ロ制度改革を一体的に推進し、技術開発

の成果を活かしたイノベーション創出を実現する。推進に際しては、市民参加 ・産学官

連携の枠組み構築や、都市の特性を考慮し複数の主要施策を組み合わせた社会実証の実

施が重要である。これにより、環境への配慮と高い生活の質を両立した 「誰もが住みた

くなる」都市づくりを科学技術の面から後押しする。

【方策推進の俯蠍図】

【住まい。交通.地 域の環境先進化】

l■誅いの環重先進1し

・省エネ・断熱・防水型で快適・安全な住宅・建築
・住まいとコミコニティーのエネルギーマネジメント

情報通1言技術を活用した交通・エネJL7ギー・地域づくりの環境先進化

・lTSと次世代交通システムによる交通革新
・スマートグリッドによる需要側エネ几キーマネブメントの実現(再掲)
。1青報通信技術を活用した防災先進化

ムイ`埜L■2ン

・水再生・造水・水エネルギー活用
・水防災
・総 合水 資源 管理

拠立の環■先itrL

。都市の環境先進化技術及び実現手法開発
。安全な都市インフラを提供する社会基盤ストックマネシメント

便利、快適、低炭素型の住まい
づくり

交通の低炭素化と利便性向上

地域の低炭素化、利便性・安全

性向上

安定した水供給、水質の安全保持

地域の低炭素化、安全度向上ヘ

の貢献

新市場の開拓

地域特性に応じた低炭素型で持
続可能な都市構造の再構築

l lle・生浄産業への漫透 〕

1晨 駐3露 像異鰍
国等での気

 〕
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6 巻 末資料

6.1 グ リーンロイノベーション関

6.1.1 タ スクフォース構成員

主査   相 澤 益 男 総 合科学技術会議議員

副主査  白 石  隆  総 合科学技術会議議員

構成員  石 谷  久  東 京大学名誉教授

佐和 隆 光 滋 賀大学学長

中村 道 治 株 式会社日立製作所取締役/社 団法人日本経済団体連合会

産業技術委員会重点化戦略部会長                “

松岡 俊 和 北 九州市環境局環境モデル都市担当理事

二村 信 男 茨 城大学広域水圏環境科学教育研究センター教授、学長特別補

佐

山田 興 ― 独 立行政法人科学技術振興機構低炭素社会戦略センター

副センター長/東 京大学総長室顧間

注 :第 2回 目から第 4回 目の会合には、エネルギー分野の専門家として高津 浩 明氏 (東

京電力株式会社執行役員技術開発本部副本部長)に もご出席いただいた。

6.1.2 タ スクフォース開催状況

第 1回 :平成 22年 3月 31日 (水)10:00～ 12:00

(1)科学 口技術重要政策アクシ ョン ロプランの策定について

1)科学技術重要政策アクション ・プランについて

aタ スクフォースの使命

3グ リーンロイノベーションの範囲

(a主要推進項目等について

1)主要推進項目について

a主 要政策項目について

0そ の他

第2回 :平成 22年4月 15日 (木)13:00～15:00

(1)主要推進項目、主要政策項目について

曖)今後の審議の進め方について

0そ の他

第3回 :平成 22年4月 28日 (水)10:00～12:00

(1)主要推進項目と主要政策項目について

曖)グリーン・イノベーションの回― ドマップについて

暢}その他

第4回 :平成 22年5月 25日 (火)10:00～12:00

(1)ロー ドマップについて
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{aポー トフォリオについて

暢)その他

第5回 :平成 22年 6月 9日 (水)13:00～15:00

(1)アクシヨン・プランのパブリックコメントヘの対応について

ほ)アクション・プラン (案)に ついて

(3その他

また、グリーン・イノベーションのアクションロプランの検討にあたり、グリーン・

イノベーションタスクフオースのほか、「グリーン・イノベーションのアクション・プ

ラン等の検討会」を下記のとおり2回開催し、下記の方にご出席いただいた。

第 1回 :平成 22年 5月 12日 (水)

【出席者】                              `

三村 信 男 茨 城大学広域水圏環境科学教育研究センター教授、学長特別補佐

松岡 俊 和 北 九州市環境局環境モデル都市担当理事

中井 検 裕 東 京工業大学大学院社会理工学研究科社会工学専攻教授

第2回 :平成 22年 5月 14日 (金)

【出席者】

三村 信 男 茨 城大学広域水圏環境科学教育研究センター教授、学長特別補佐

川嶋 弘 尚 慶 應義塾大学名誉教授/コ ・モビリティ社会研究センター特別顧間

村上 周 三 独 立行政法人建築研究所理事長
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6.2 ラ イフ ロイノベーシ ョン関

6.2.1 タ スクフォース構成員

主査   本 庶  佑  総 合科学技術会議議員

副主査  奥 村 直 樹 総 合科学技術会議議員

構成員  池 田 康 夫 早 稲田大学理工学術院先進理工学部生命医科学科 教 授

稲垣 暢 也 京 都大学大学院医学研究科糖尿病 ・栄養内科学 教 授

菊地  員  防 衛医科大学校 副 校長 (医学教育部長)、医用工学講座

教授

徳田 英 幸 慶 應義塾大学大学院政策 ・メディア研究科 委 員長

比留川博久  (独 )産 業技術総合研究所知能システム研究部門

研究部門長

三木 哲 郎 愛 媛大学プロテオ医学研究センター加齢制御ゲノミクス部門

教授

山崎 達 美 中 外製薬株式会社 取 締役専務執行役員

6.2.2 タ スクフォース開催状況

第 1回 :平成 22年 3月 30日 (火)16:00～ 18:00

(1)科 学 ・技術重要政策アクション ・プランの策定について

1)科 学 ・技術重要政策アクション ロプランについて

2)タ スクフォースの使命

(2)主 要推進項目等について

1)ラ イフ ロイノベーションについての考え方

2)主 要推進項目等について

第 2回 :平成 22年 4月 13日 (火)16:00～ 18:00

(1)主 要推進項目等について

1)ラ イフ ロイノベーションについての考え方 (案)に ついて

2)主 要推進項目等に関するデータについて

3)主 要政策項目等について

第 3回 :平成 22年 4月 28日 (水)16:00～ 18:00

(1)主 要政策項目等について

1)主 要推進項目、主要政策項目等 (案)に ついて

2)主 要政策項目工程表 (案)に ついて

3)ア クション ・プランに係る基本的考え方 (案)に ついて

(2)そ の他

第 4回 :平成 22年 5月 26日 (水)15:00～ 17:00

(1)ア クション ・プラン (案)に 関する意見募集について

(2)方 策ごとの個別施策の考え方

1)ゲ ノムコホー ト研究と医療情報の統合による予防法の開発
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6.3 競 争的資金のルール等の統一化関

6.3.1 タ スクフォース構成員

主査   本 庶  佑  総 合科学技術会議議員

副主査  白 石  隆  総 合科学技術会議議員

構成員  松 本洋一郎 東 京大学理事 ・副学長

高橋  宏  科 学技術振興機構総務部主幹

大隅 典 子 東 北大学大学院医学系研究科教授

6.3.2 タ スクフォース開催状況

第 1回 :平成 22年 3月 30日 (火)11:00～ 12:30

(1)科 学 ・技術重要政策アクション ロプランの策定について

1)科 学 ・技術重要政策アクション ロプランについて

2)タ スクフォースの使命

(2)競 争的資金の使用ルール等の現状と課題について

(3)そ の他

第 2回 :平成 22年 4月 27日 (火)18:00～ 19:00

(1)科 学 ・技術重要政策アクション ・プランの策定について

(2)そ の他

第 3回 :平成 22年 6月 9日 (水)10:30～ 12:00

(1)科 学 口技術重要政策アクション ロプランの策定について

(2)そ の他

※ 各 タスクフォースの資料及びアクション ロプラン策定にあたつての各省との意見交換会

の概要については、http://www8.cao.go.jp/cstp/budget/action.htmlを参照 して下さい。
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○ ダイナミックな世界の変化、新興国の台頭、日本の相対的地位低下
○ 地球温暖化等の世界規模での諸問題や、国内における世界最速の高齢

化・人口減といつた課題の深刻化
○ イノベーションロシステムの構造変化への対応の遅れ、科学・技術・イノベー

ション政策の戦略的展開の必要性

○ 国家戦略としての「新成長戦略」を踏まえ、より幅広い観点から深化・具体化
し、10年先を見据えた5年間の計画

○ 我が国の科学口技術ロイノベーション政策の基本方針

→ 国家戦略としての科学口技術ロイノベーション政策の一体的推進

○ 科学・技術政策と他の重要政策との連携が希薄
○ 科学・技術の発展が必ずしも課題解決に結びついていない

○ 諸外国が科学・技術の強化を図る中での基礎研究の更なる質向上

○ 人財育成や活躍促進により、若い世代が未来を切り拓ける環境実現
○ 科学・技術への期待が高い一方、広く国民の支持・共感が得られていない

①我が国の様 な々課題を強みに転換し、持続的な成長を実現する国
②安全で質の高い社会及び国民生活を実現することが国民の誇りとなる国
③地球規模課題に国際協調・協力の下で取り組み、課題解決を先導する国
④科学的な「知」の資産を創出し続けるとともに、それを育む環境を有する国
⑤若者が夢と希望を抱ける国

一環境に配慮した国民生活の質の向上を実感できる、

持続可能な低炭素・自然共生口循環型社会の実現―

○ 再生可能エネルギーヘの転換、エネルギー供給・利用の低炭素化、
エネルギー利用の効率化・スマート化、社会インフラのグリーン化

○ ルール変更によリイノベーションを誘発する「ポジティブ規制」の活用

○ 安全規制を限定解除する特区機能付先端研究拠点の創設

○ 国際標準化による競争力強化戦略の策定口推進

―少子高齢化社会において、国民が豊かさを実感できる社会の実現一

〇 予防医学の推進、革新的診断口治療法の開発、

高齢者・障がい者の科学・技術による自立支援
○ 基盤となる先端研究開発を総合的に推進する体制の構築
○ 医師主導治験による探索型の橋渡し研究の実施
○ レギュラトリー・サイエンスの推進

○ 「ポジティブ規制」の活用

―さまざまな課題解決型イノベーションが沸き起こる仕組みの構築―

○ イノベーション戦略策定・推進のための場としての「イノベーション戦略協議会(仮称)」の創設
○ 出口を見据えた戦略的な研究開発を行い、イノベーション創出につなげる多様なオープンロイノベーション拠点の形成

○ 先端的な中小・ベンチャー企業の潜在力を引き出す多段階選抜技術開発支援(SBIR)の本格実施、イノベーション推進のための特区の活用
○ 新たな制度口規制による新市場の創出、公共部門におけるイノベーション促進



○ 我が国が取り組むべき大きな課題を設定し、それを解決・実現する

ための戦略を策定

・食料・資源・エネルギーの

安定的確保
口安全な国民生活の確保

我が国の強みを伸ばす:
ロボティクス、ものづくり技術、
材料科学技術など

将来に向けて新たな強みを作り
出す:ナノテク、エレクトロニクス

カーボンナノチューブ

・宇宙、海洋、防災、

原子力、情報通信・

セキュリティに関する

基幹・安全保障技術

口領域横断的な共通基盤となる

科学口技術を強化する
・課題解決型研究開発の国際研究

ネットワークの
ハブを作る

SPHng-8、X線 自由電子レーサ
・―

マルチパラメータレーダ

HⅡ Aロケット

○ 独創性口多様性に立脚した基礎研究の強化
・研究者の意欲を高め、新たな挑戦を促し、全体的な質の向上を図るための

改革の推進一大学の基盤的経費の充実、科学研究費補助金の充実と改革
〇 世界トップレベルの基礎研究の強化
口国際研究ネットワークのハブとなる研究拠点の形成
・世界トップレベルの拠点を持つリサーチロユニバーシティ(仮称)形成

○ 多様な人財の育成と活躍の促進
・教育内容の透明化や大学評価
の充実などによる大学院教育の

抜本的強化
口多面的な専門知識を持つ高度
人財の育成と活躍促進 (専門人財
の地位確立や機動的に派遣する

体制整備など)

○ 人財の独創性と資質の発揮
・フエアでバランスの取れた評価制度
・テニュアロトラック制の定着、

流動性向上
・女性研究者の活躍促進

○ 次代を担う人財の育成
・教員の研修機会、子どもの学習機会
の充実

口「科学甲子園」、「科学インカレ」

○ 大型研究施設口設備の国内及び

国際的整備・利用

○ 知的基盤、研究情報基盤の整備

科学・技術外交の新次元の開拓
「東アジア・サイエンス&イ ノベー

ションロエリア構想」の推進

先端科学・技術の国際協力の推進

○

○

　

○

○ 大学・研究開発機関における施

設・設備の整備口共用

○ 我が国の科学・技術システムの強化
・研究開発独法の機能強化
・科学・技術に関するPDCAサ イクルの構築

○ 研究資金の改革
・資金配分主体の位置付けの明確化

○ 政策立案・推進への国民参加の促進

○ 科学・技術コミュニケーションの新展開
口公的研究費を得た研究者の情報発信
口国立国会図書館・ビジネス支援図書館との連携
・国会議員と研究者の対話促進

○ 研究開発投資
・2020年度までに、官民合わせた研究開発
投資のGDP比 4%以 上
・(P)政府研究開発投資のGDP比 〇%

○ 民間投資を促進する仕組み :税制



・
〇科学技術基本法に基づき、平成8年度以降、5年ごとに、科学技術基本計画が策定されている
(第1期 :平成8～ 12年度、第2期 :平成13～17年度)。本年度は、第3期基本計画(平成18～22年

度)の最終年度にあたる。

O平 成21年9月4日の総合科学技術会議において、内閣総理大臣より「科学技術に関する基本政
策について」諮問されたことを受け、基本政策専門調査会において、第4期基本計画策定に向けた
調査・検討を開始し、本年6月 16日に「科学技術基本政策策定の基本方針」をとりまとめた。

基本政策専門調査会における検討スケジュール見込み

平成21年度

第 1回

(10/1)

▽

平成22年度

L質塊
第10回

(10月以降)

▼▽  ―  ▽      ―

基本政策専門調査会
の設置(H21/7/1)

検討状況の報告 基本方針の報告
総理への答申

(年内)
総理からの諮問

(H21/9/4)

総合科学技術会議本会議



資料 3-2

平成 22年 6月 16日

総合科学技術会議

基本政策専門調査会



科学技術基本政策策定の基本方針
一日次―

I.基 本理念

1.ダ イナ ミックな世界の変化と日本の危機

2.国 家戦略における基本計画の位置付け

3.第 4期 基本計画の理念 ～ 第 3期 基本計画の実績と課題を踏まえて～

Ⅱ.国 家戦略の柱 としての 2大 イノベーションの推進

1.基 本方針

2.グ リーンロイノベーションで環境先進国を目指す

3.ラ イフロイノベーションで健康大国を目指す

4.イ ノベーションの創出を促す新たな仕組み

Ⅲ.国 家を支え新たな強みを生む研究開発の推進

1.基 本方針

2.豊 かな国民生活の基盤を支える

3.産 業の基盤を支える

4.国 家の基盤を支える

5.課 題解決型研究開発の共通基盤を支える

Ⅳ.我 が国の科学 口技術基礎体力の抜本的強化

1.基 本方針

2.基 礎研究の抜本的強化

3.科 学 口技術を担う人財の強化

4.国 際水準の研究環境の形成

5.世 界の活力と一体化する国際展開

V.こ れからの新たな政策の展開

1.基 本方針

2.科 学 口技術システムの改革

3.国 民とともに創り進める科学 ・技術政策

4.研 究開発投資の強化
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I.基 本理念

1.ダ イナ ミックな世界の変化と日本の危機

近年、世界はダイナミックに変化している。地球温暖化をはじめとする

地球環境問題や水 ・食料 ・資源 ロエネルギーに関する問題の顕在化、自

然災害や新型インフルエンザをはじめとした新興 口再興感染症の多発、

貧困層の拡大など、各国が協調 ・協力して取り組むべき世界規模の諸課

題が深刻化している。また、世界経済や国際政治において、中国、イン

ドなどの巨大な市場を抱える新興国の影響力が増しつつあり、これらの

国々の相対的な地位が高まり、世界の多極化が急速に進展している。

グローバル市場での競争の激化や消費者ニーズの速い変化に対応するた

め、従来以上のスピー ドでのイノベーション実現が求められている。そ

れに伴い、オープン、グローバル、フラットなものへとイノベーション ロ

システムが構造変化し、国際的、学際的、さらにセクターを越えた 「知

のネットワーク」の構築が重要になつている。また、世界的な人財環流

(ブレイン ロサーキュレーション)の 重要性が強く認識され、消費され

る資源としての人材ではなく、価値創造の源泉となる資産 口宝としての
「人財」として、優秀な人財の獲得競争が国際的に展開されてきている。

日本では、ここ十数年にわたる経済的低迷により、国内総生産の伸びも

停滞し、本年中にも世界第 2位の座を譲ると予想されている。世界に類

を見ない速さで高齢化と人口減少が進んでおり、将来的には労働力減少

と国内市場の縮小などが予想される。都市部への人口集中が進み、地域

社会の疲弊も課題となつている。また、日本企業のオープンロイノベー

ションヘの対応は道半ばであり、2008年来の世界的な金融危機 日経済不

況の影響もあつて、日本の産業競争力は長期低落傾向にある。こうした

中で、失業率が上昇するとともに雇用環境も悪化し、我が国の経済 ・社

会的な地位は相対的に低落している。科学 8技術においても、新興国が

力を伸ばす中、我が国の存在感が相対的に低下傾向にある。

諸外国では、科学 口技術 ロイノベーション政策を国家戦略として位置付

け、国の トップのリーダーシップの下、予算の大幅な増額方針を打ち出

すなど、強力に展開している。我が国においても、これから世界の中で

どのような国としてあるべきか、主要な成長センターであるアジアをは

じめ世界とどう関わつていくべきかといつた国の将来の立ち位置を明ら

かにし、科学 ・技術 ロイノベーションで中長期的に目指すイメージを明

確に打ち出す必要がある。その上で、その実現に向けて具体的取組を一

層強力かつ戦略的に推進していくことが、急務となつている。

2.国 家戦略における基本計画の位置付け

○ 我が国では、1995年に制定された科学技術基本法に基づき、これまで3

期 15年にわたり科学技術基本計画 (以下、「基本計画」という。)を 策定

○

○

○

○



し、科学 口技術の総合的な振興を図つてきた。しかしながら、これまで

の科学 ・技術政策では、経済政策や外交政策、社会保障政策等の他の重

要政策との関わりが希薄なまま、主として科学 ・技術に関する振興政策

として、広範な前線で各個撃破がなされてきた傾向にある。一方で、諸

外国では、科学 口技術政策を、経済や外交等と有機的 ・統合的に連携さ

せつつ展開してきている。我が国においても、科学 口技術 ロイノベーシ

ョン政策を一体化した上で、他の重要政策と密接な連携を図りつつ、官

民の総力を挙げて推進していくことが強く求められている。

このような中、2009年12月に閣議決定された 「新成長戦略 (基本方針)
～輝きのある日本へ～」は、まさに世界の変化とその中における日本の

状況を踏まえ、2020年を見据えて日本としてとるべき 「道」を示した国

家戦略と位置付けられる。そこでは、我が国の強みを活かす成長分野と

して、グリーン ロイノベーションとライフ ロイノベーションという2つ

の大きなイノベーションの柱が立てられるとともに、科学 ・技術が成長

を支えるプラットフォームとされている。
このため、第4期基本計画については、この 「新成長戦略 (基本方針)」

を踏まえつつ、これをより幅広い観点から深化、具体化し、10年先を見

通した5年 間の計画として、我が国の科学 口技術 ・イノベーション政策
の戦略的かつ総合的な強化に向けた基本方針を示すものとする。

3.第 4期基本計画の理念 ～ 第3期基本計画の実績と課題を踏まえて～

(1)第 3期基本計画の実績と課題

第3期 基本計画の下での取組を概観し、現在の世界や日本を取り巻く状

況を踏まえた上で、見直すべきところ、強化すべきところについて十分に

認識し、新たな基本計画に臨まなければならない。そのような観点から、

具体的には、以下のような実績と課題が挙げられる。

第3期 基本計画では、8つ の分野について政策課題対応型研究開発が重

点的に推進され、数多くの革新的技術が生み出されてきた。しかし、個々

の研究開発成果が大きな課題解決に必ずしもつながつていなかつたとの

指摘もある。一方、世界では、地球環境問題、水 口食料 ・資源 ロエネル

ギー問題などの深刻かつ重大な課題が顕在化し、国内でも少子高齢化の

進展や産業競争力の相対的低下などの課題が山積している。このような

課題の解決に向けた科学 ・技術への国民の期待は高く、国としても取組

を強化していくことが急務となつている。このため、日本及び世界の将

来像を見据えた上で我が国が取り組むべき大きな課題を設定し、それを

解決 ・実現するための戦略を策定する一連の流れの中で、実効性ある研

究開発を実施し、その成果を課題解決に活かしていくことが求められる。
日本にはこれまでも、太陽電池、燃料電池、リチウム電池、青色レーザ
ーなど、基礎研究に深く根ざしたブレークスルーヘの挑戦から結実した

○

○

○

○



○

技術が多くある。しかし、世界的には産業の仕組みがオープンログロー

バル ・フラットに変化し、ビジネス展開のスピードが鍵を握つている。
つま り、従来型の自前主義の閉鎖的方法ではな く、研究開発に必要な能

力及び要素を広 く外部から調達 し、迅速かつ効果的なイノベーションを

目指す 「オープン ロイノベーション」が世界の潮流となつてきている。

同時に、単品や素材 を提供するだけでな く、顧客と一体となつてつ くり

込んで附加価値創造につなげ、非価格競争力を磨 く、ユーザー密着型の

イノベーションの重要性が増大 している。このような中、日本は基礎的

な科学 ・技術力をイノベーションまで十分につなげられず、日本が強み

を持 つていた領域での競争力も相対的に低下 してきている。また、例え

ば、ライフサイエンスでは、基礎研究の一部で突出した成果も上がって

いるが、臨床研究は論文数で新興国を大きく下回るなど、基礎研究の強

みの社会への橋渡 しが比較的弱い状況も顕在化 している。このため、世

界の流れを踏まえつつ、強みを活か してイノベーションを効率的に生み

出す仕組みの構築が急がれる。

日本の基礎研究では、この 10年で 8人 の日本人研究者がノーベル賞を受

賞 したほか、 iPS細 胞の作製や鉄系超伝導物質の発見など、これに続

く世代の研究者が画期的な研究成果を創出 してきている。また、論文被

引用数で世界 トップに躍 り出る日本人研究者が次々と現れている。 しか

しなが ら、種を撒き芽を生み出す ことを目指すボ トムアップ型の研究を

支える科学研究費補助金の採択率は、2008年では20%ま で低下している。

我が国の論文数の占有率、被引用数は漸減傾向にあるとともに、論文の

相対被引用度では、G7諸 国中7位 で、中国、韓国の猛追を受けるなど、

全体的な質の一層の向上が課題となつている。

諸外国に目を転じると、将来の国の発展を実現するための鍵として基

礎研究をはじめとする科学 ・技術の強化に力を入れており、予算や資金

配分、評価の仕組みを大幅に充実させている。米国においても基礎研究

費における採択率の低下は大きな課題となり、この結果オバマ大統領は

基礎研究費を今後 10年で倍増する計画を打ち出した。さらに、新興国が

取組を強化し、実績を挙げてきていることが注目される。これに対し、

我が国では、基礎研究に対する予算は近年横ばい傾向にある。

こうした中、例えば トランジスタや液晶のように、当初は応用分野が

予想不能でも知的ス トックとして長期間成果を活用できる基本原理たる

革新的な新芽を日本から生み出す上でも、独創性、多様性に立脚した基

礎研究の格段の強化が重要である。このため、研究の質を高め、新たな

芽を創出し、芽の出た研究を更に伸ばす取組を進めていかねばならない。

我が国の教育研究活動の主体として、創造性豊かな人財の育成や、新た

な知識を創出する基礎的な研究活動を担う大学 (大学及び大学共同利用

機関をいう。)が 、我が国の科学 ・技術の発展に果たす役割は極めて大き

い。第3期基本計画においても、大学における人財育成機能の強化や競

争力の強化の重要性について、明記されている。これらも踏まえ、大学

の教育研究の質の充実 ・強化に向けた様々な取組の推進が図られている

○



が、大学をめぐる経営環境が厳しさを増す中、必ずしも各大学が、それ

ぞれの特色を活かした教育研究活動を実施できていないとも指摘されて

いる。一方で、国際競争が一層激化する中、より質の高い教育研究を実

現するための大学改革を着実に進めていくことが強く求められている。

人財については、博士課程修了者の量的拡大、任期制の導入など、流動

性の向上や競争の促進のための改革が進められてきた。一方で、博士課

程修了者のキャリアパス確立に向けた取組は遅れており、若手研究者が

将来展望を描きにくく、人生を賭するに値する天職としての研究者とい

う仕事の魅力を失わせるといつた状況を招いている。また、若手人財が

海外での研鑽や国際ネットワーク構築に積極的でないとの指摘もある。

科学 口技術 ロイノベーションを担う人財の育成や活躍を促進し、女性を

含む人財の潜在力を活用して、若い世代が活き活きと活躍し、未来を切

り拓いていけるような環境の実現が求められている。

第3期 基本計画では、社会の参画を含む双方向の科学 ・技術コミュニケ
ーション活動を目指して取組が進められてきている。国際競争力の向上

や社会の新たな課題解決に向けて、国民が科学 ・技術に対して高い期待

を寄せていることは、平成 22年 1月に内閣府が実施した 「科学技術と社

会に関する世論調査」でも明確に表れている。一方で、「科学 口技術は未

来への投資」との考え方が、広く国民の支持、共感を得られていないので

はないかとの懸念もある。日本を取り巻く課題の解決のためには、先端

的な科学 口技術の知識を追求するだけではなく、国民の目線で、国民と

ともに新たな価値を創造していくことが重要である。こうした方向での

研究者の意識改革を進めるとともに、次世代を担う子どもも含めた日本

社会全体の科学 B技術リテラシーを、育み、活用できるよう、双方向対

話を行う科学 ・技術コミュニケーション活動を格段に強化していくこと

が求められる。

(2)2020年 に目指すべき国 ・社会のすがた

○ 科学 口技術 ロイノベーション政策の推進に当たつては、これからの世界

における我が国の立ち位置を明らかにし、中長期的に目指すべき国や社

会のすがたを明確に打ち出す必要がある。さらに、その実現に向けた基

本的方針を提示していくことが強く求められる。この際、第3期基本計

画の実績と課題を踏まえつつ、国家戦略における位置付けに鑑み、科学 ・

技術 ・イノベーション政策を社会 ・公共のための政策の一つとして改め

て認識し、他の重要政策と密接に連携し展開していくことが重要である。

○ このような観点から、科学 ・技術 ・イノベーション政策で2020年までに

目指すべき国 ・社会のすがたとしては、例えば、以下が挙げられる。

① 我 が国を取り巻く諸課題を、オープンログローバルな視点で強みに

転じ、課題解決のための社会システムを日本発モデルとして内外展

開する価値創造型の新産業を創出し続け、持続的成長を実現する国

② 将 来にわたり、安全で質の高い社会及び国民生活を実現することで、

○

〇



国民の 「幸福度」を向上するとともに、それが国民の誇りとなる国

地球温暖化をはじめとする地球的規模の深刻かつ重大な課題に対

して、国際協調 ・協力の下で取り組み、その解決を先導する国

人類共通かつ世界最先端の科学的な 「知」の資産を創出し続け世界

に貢献するとともに、それらを育む環境とシステムを有する国

若者が柔軟な発想や情熱で豊かな未来を切り開くことができ、夢と

希望を抱ける国

(3)第 4期 基本計画の基本的方針 (理念)

これまで概観 してきたように、ダイナ ミックな世界の変化と日本の危機

を踏まえ、第 3期 までの基本計画の実績 と課題を踏まえつつ、2020年に目

指すべき国 B社会のすがたを実現するために、第 4期 基本計画においては、

次のような基本的方針の下に、政策の充実 口強化を図ることとする。

第一に、国家戦略の柱として、喫緊の重要課題の解決に向けて、 2大 イ

ノベーションを強力に推進する。グリーン ロイノベーシ ョンで世界に先駆

けた環境先進国の実現を目指すとともに、ライフ ロイノベーションで健康

大国の実現 を目指す。このためには、従来か らの発想に囚われないイノベ

ーションの創出を促す新たな仕組みを大胆に構築する。特に、産学官の強

固な連携の下、科学 ・技術 ・イノベーション政策を一体的に推進 し、価値

創造型の新 しい産業を生み出していく原動力とすることが重要である。

第二に、国家を支え新たな強みを生む研究開発を推進する。このため、

我が国が取 り組むべき大きな課題を設定 し、それを解決 ・実現するための

戦略を策定する。豊かな国民生活や地域社会、産業、国家の基盤を支える

研究開発を重点的に推進するとともに、研究開発全体の共通基盤を支える

技術を強力に推進 していかねばならない。

第二に、我が国の科学 ・技術基礎体力を抜本的に強化する。長期的な視

野に立つて、独創的で多様な研究を育む基礎研究の抜本的強化を図ること

が不可欠である。また、初等中等教育から理数系教育を強化するとともに、

広 く社会で活躍する人財育成を行 うよう学部 口大学院教育の改革を進め、

国際的な視野を持ち積極的に未知の世界に挑戦できる人財育成と活躍の促

進を図つていかなければならない。同時に、国際水準の研究環境を整えつ

つ、いつ しか内向きになりかけていた視野を広 く世界に向け、世界の活力

と一体化 した国際展開を大胆に行つていくことが我が国の責務でもある。

こうした 3つ の基軸に沿 つた立体的な政策展開を強力に進める上でも、

政策の科学に根ざした PDCAサ イクルの確立を含む科学 口技術システム

の広汎な改革を実施 していく。また、国民とともに政策を創 り進める科学 ・

技術コミュニケーションの強化など新 しい時代に相応 しい新たな発想に基

③

④

　

⑤



づく政策を強化していく。

これらを通じ、日本が世界の優秀な人財を惹きつけ、世界に対し発信力

のある研究開発を活発に実施して、更にその成果が広く社会に還元されて

いくようにしていくことが重要である。

「科学 口技術で未来を拓く」との基本方針の下、「未来への確かな投資」

を確実に行つていくことが極めて重要である。その際には、日本の将来を

見通しながら新たな政策の仕掛けなど数々の工夫を盛り込む一方で、足下

をしつかりと見据え、PDCAサ イクルによる不断の点検 口改革を行い、

我が国の持続的発展を支える科学 ・技術への投資を、官民一体となって一

層強化していくことが求められる。
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1.基 本方針

Ⅱ.国 家戦略の柱としての2大 イノベーションの推進

日本を取り巻く危機をチヤンスに転換し、新たな成長につなげるととも

に、豊かな国民生活を実現していくためには、我が国が直面する喫緊の重要

課題の解決に向けたイノベーションの創出が不可欠である。   ・

このため、国家戦略の柱として、地球規模気候変動、少子高齢化の対応に

向け、2大 イノベーションを推進する。グリーン・イノベーションで世界に

先駆けた環境先進国の実現を目指すとともに、ライフロイノベーションで健

康大国の実現を目指す。これら2大 イノベーションの推進は、国民生活の質

の向上に貢献するとともに、国内のみならず国際的にも展開していくことに

より、新たな成長分野と雇用を創出するなど、新成長戦略のエンジンとして

の役割を担う。

また、イノベーション ロシステムがオープン、グローバル、フラッ トに変

化する中、我が国全体としてのイノベーション創出力を高めていくため、イ

ノベーション創出を担 う産学官各セクターを強化 し連携を深めるとともに、

多様性の活用や新たな仕掛けの導入などの新たな仕組み作 りを進める。

これ らにより、産学官の強固な連携の下、科学 ・技術 ロイノベーション政

策を一体的に推進 していく。

2.グ リーンロイノベーションで環境先進国を目指す

※ 答申までの間に引き続き内容の整理口充実を図つていくこととする。

(1)グ リーン・イノベーションの推進

地球規模課題である気候変動の克服に向けて、グ リーン ロイノベーショ

ンを推進 し、環境に配慮 した国民生活の質の向上を実感できる、持続可

能な低炭素 ・自然共生 “循環型社会の実現を目指す。

日本の国際的な強みである環境 ロエネルギー技術を国内のみならず海外

に普及 ・展開する。同時に、研究開発によるブレークスルー創出、イノ

ベーション創出を戦略的に推進 し、「環境先進国」の実現を目指す。

グリー ン ・イノベーシ ョンの推進により、気候変動問題の解決に貢献す

るとともに、国内外の新たな産業や雇用の創出を掲げる 「新成長戦略」

を推進するエンジンとしての役割を担 う。

(2)グ リーンロイノベーションの主要な課題と方策

○ 再生可能エネルギーヘの転換

持続可能な低炭素社会を実現する鍵は、化石燃料から再生可能エネルギ
ーヘの転換である。既にE∪ をはじめ諸外国は 「再生可能エネルギーヘの

転換」を意欲的、戦略的に展開している。再生可能エネルギーヘの転換は、

○

○

○



地球温暖化問題の解決に貢献するとともに、国内外の新たな産業や雇用を

創出し、成長の原動力となることが強く期待される。

再生可能エネルギーヘの転換に向けて、太陽光発電、バイオマス利用技

術、風力発電、水力発電、地熱発電、太陽熱利用、海洋エネルギー (潮カ ロ

波力発電)な ど、多様なエネルギー技術の開発 ・活用を多面的、戦略的に

進めるべきである。特に、これら各技術の温室効果ガス削減ポテンシャル

を最大限に活かし、それぞれの特徴に応じて、国内外に普及 口展開を図る
ことが重要である。さらに、太陽光発電、バイオマス利用については、こ

れまでの技術を飛躍的に向上させる、まつたく新しい発想に基づいた研究

開発によるブレークスルー創出、イノベーション創出が強く求められる。

個々の技術の展開とともに、多様な再生可能エネルギーの大量導入に向

けて、スマー トグリッド、蓄電池や情報通信技術の活用による電力系統安

定化システムの構築を推進することも不可欠である。

○ エネルギー供給 ・利用の低炭素化

我が国のエネルギー供給は、化石燃料を主力としており、次いで原子力

発電に依存している。エネルギー供給はさまざまな技術分野にまたがつて

いるため、各分野における低炭素化を加速的に進めることにより、温室効

果ガス削減に貢献できるとともに、関連産業の活性化や雇用創出が期待で

きる。また、我が国のエネルギー供給に関する技術は、今後新興国、途上

国を中心に利用拡大が見込まれ、国際展開に
'よ

り経済成長に大きく貢献す

ることが期待できる。

温室効果ガス排出削減量や国際競争力等の観点から、課題解決に向けて、

次の方策を重点に推進する。
一原子力発電による社会の低炭素化の推進
一化石資源の効率的使用
―製造プロセスの環境調和  な ど

○ エネルギー利用の効率化 ロスマー ト化

我が国は、世界 トップクラスの省エネ技術の研究開発を持続的に推進し

てきたが、国際的な競合状態が急速に厳しさを増している。このことは、

世界の需要が拡大するとともに、成長産業となる証に他ならない。特に、

省エネ技術の更なる効率化、さらにスマー トグリッド、エネルギーマネジ

メントなどによる革新的な トータルシステムの確立が重要である。
エネルギー利用の効率化 ロスマー ト化については、研究開発によるブレ

ークスルー創出、新しいイノベーション創出が大いに期待される。特に、
これまでの概念に捉われず、斬新な発想でイノベーションを創出すること

が重要である。
一方、我が国の最終エネルギー消費の 52%を 占める民生部門と運輸部門

は、エネルギー利用の効率化 ロスマー ト化による多様なイノベーションが

進展すると期待され、温室効果ガス排出量の大幅な削減が可能である。さ

らに、自動車、ものづくりなど、我が国が国際競争力を有する省エネ技術



は、国際展開で海外市場を獲得することにより今後も成長し続けることが

期待される。

温室効果ガス排出削減量や国際競争力等の観点から、課題解決に向けて、

次の方策を重点に推進する。
一次世代自動車の開発 自普及による交通運輸分野の低炭素化
―高断熱化、ヒー トポンプ、定置用燃料電池、高効率照明、エネルギー

マネジメントなどによる住宅 ・建築物の省エネ化、ネットロゼロロエ

ネルギー化
一情報通信技術の活用による低炭素化

○ 社会インフラのグリーン化

世界に先駆けて 「環境先進国」を実現するためには、住まい、交通、土

地、水と緑、資源などの社会インフラ全体を気候変動に対応した低炭素 ・

自然共生 ・循環型に転換していくことが必須である。社会インフラのグリ
ーン化に向けて、環境技術の革新と社会システム ・制度改革を一体的に推

進し、フィール ド実証実験を実施する先進的な取組が重要である。これに

より、環境への配慮と国民生活の質の向上を両立させる。
一住まい、地域、交通の環境先進化 :住まいの環境先進化、情報通信技

術を活用した交通 ロエネルギー ・地域づくりの環境先進化、水イノベ
ーション、都市の環境先進化など

―豊かな緑環境 口自然循環の形成 :気候変動に対応した森林 B生物多様

性の保全、地球観測 口気候変動予測 口総合解析の高度化、循環型食料

生産の推進など

○ 地球環境観測情報の高度利用

宇宙 ・海洋観測によりもたらされる膨大な情報は、イノベーション創

出の宝庫である。特に、気候変動の課題解決に向けて、科学 ・技術、人

文社会科学にわたる幅広い多様な知を結集したイノベーション創出が期

待される。

○ 情報通信技術は、クラウドコンピューティングや、リアルな輸送や移動

を節約するバーチャルコミュニケーションをはじめ、社会システムの

隅々まで低炭素化を浸透させるのに有効であり、グリーン ロイノベーシ

ョンの推進を分野横断的に支える。

○ 新たな社会システム ・制度の構築に向け、人文社会科学との連携も深め

ていく。

(3)グ リーン・イノベーションを支える政策

○ 課題解決に向けた最先端の研究開発を推進するため、ひとつの制度的実

験として、限られた数の 「ナショナルラボ」を指定し、適切な管理の下



に関連規制を解除し、先端研究開発を強化する。例えば、安全確保の観

点から行われている規制であつて研究開発の円滑な推進を妨げるおそれ

のある安全規制について補完的な安全確保措置を講ずることで限定解除

する特区機能付先端研究拠点の創設を早急に検討し、実行に移していく。

○ 国際標準化については、今後世界的な成長が期待され日本が優れた技術

を有する国際標準化特定戦略分野としてまず7つ (特定戦略重点7分野)

を選定し、官民が協力して、標準化に向けた取組の工程を含む知的財産
マネジメントを核とした競争力強化戦略を2010年度に策定し、推進する。

特定戦略重点7分野のうち、グリーン・イノベーション関連では、水処

理、次世代自動車、鉄道、スマー トグリッドなどのエネルギーマネジメ

ント、クラウドネットワークなどのコンテンツメディアの各分野を推進

する。

○ 法制度によるルールの変更で既存の価格体系を変え市場機能を活用しつ

つイノベーションを誘発する、いわば 「ポジティブ規制」による、大胆

かつ新たなイノベーション促進政策も検討し、実施すべき時期に来てい

る。既に欧米では、新たな法的制度によつて、太陽光発電、風力発電、
エタノール自動車、燃料電池自動車、バイオ燃料に関し、地域レベルで

従来にない新規市場を創出し、民間の新規投資を誘発し、イノベーショ

ンを強力に推進してきている。我が国においても、グリーン・イノベー

ション推進の観点からは、以下の項目を中心に、国際競争力も十分勘案

しながら、既存規制 口制度の点検 ・改革や、イノベーション促進型制度 ・

規制の検討を進める。

【検討項目例】

|(既 存規制 口制度の点検と改革)                 |

| ロスマー トグリッド、次世代自動車の普及を妨げるおそれのある電気 |
1  事 業法等の点検や運用の見直し                 |

| ・水素先端材料開発や水素ステーション等供給インフラの普及を妨 |

|  げ 、高温超電導技術の実用化を妨げるおそれのある高圧ガス保安法、|
1  建 築基準法等について、海外との調和も含め、点検 ・改革    |
|・ 効率的で広域の リサイクル活動 を促す観点か ら、各種 リサイクル

1  法 口廃掃法等の既存制度の点検と見直し

|(イ ノベーション促進型制度 ・規制)

| ・住宅断熱基準の改定と将来時点での強化プログラムの段階的設定を

1  含 む住宅 ・建築物のネットロゼロ・エネルギー化の推進

| ロ バイオ燃料 (バイオエタノール、バイオ ロディーゼル、バイオジェ

|  ッ ト)、バイォガス、汚泥燃料について、 LCA(ラ イフサイクルア

|  セ スメン ト)で の温室効果ガス削減基準等の持続可能性基準の設定

|  ル 太基塗 券満■すバイオ燃料 ロバイオガス ロ活iF株対の連 入偲准

セスメント)で の温室効果ガス削減基準等の持続可能性基準の設定

と本基準を満たすバイオ燃料 ロバイオガス ロ汚泥燃料の導入促進

| ・間伐材 口林地残材の導入活用義務の設定と段階的拡大

| 口省資源 ・省エネ ・低炭素型のグリーンサプライチェーン構築を促す
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1  資 源有効利用促進法の運用の点検 口見直し

| 口 環境保全を考慮した、経済的かつ実効的な小型家電のリサイクルシ

ステム構築に向けた課題の検討

技術的議論に立脚した適切な自動車燃費基準の改訂

エコカーのイノベーションを促すレーンやゾーンの設定について、

我が国における適用可能性の検討

品質が適切に市場で評価されるための太陽光発電の信頼性や安全性

に係る評価基準の策定

○ 研究開発実施側 と規制担当部局が連携 して、 リスクと効果を科学的に分

析 ・評価する 「有効性及び安全性の評価科学」であるレギュラ トリー ・

サイエンスなどエビデンスに基づ く政策を関係府省の優先政策と位置付

けて充実させ、科学的データに基づ く規制の策定 ・改革を図る。

3.ラ イフ ロイノベーションで健康大国を目指す

※ 答申までの間に引き続き内容の整理 口充実を図つていくこととする。

(1)ラ イフロイノベーションの推進

健康寿命の延伸、人口減の中での活力の維持など、少子高齢化の中で全

ての年齢層の国民が豊かさを実感できる社会を築くとともに、医療 ・介

護 口健康関連の科学 ・技術や産業の発展を通じた成長を実現するライフ ロ

イノベーションを推進していく。

ライフ ロイノベーションにより 「心身ともに健やかで長寿を迎えたい」

という人類共通の目標を達成するため、健康大国日本の実現を目指す。

科学 口技術が貢献できるライフロイノベーションについての考え方は 「医

療 ・介護 口健康分野における科学 ・技術による課題解決、イノベーショ

ンの実現により、国民生活の質の向上、産業 日経済の中長期的な発展、

成長を目指す。」こととする。

(2)ラ イフ・イノベーションを支える政策

① ライフロイノベーションが目指すもの

○ 予防医学の推進による罹患率の低下
ロ ゲノムコホー ト研究と医療情報の統合による予防法の開発
・ 国民が医薬品等をより安全に利用できる環境を整備するため、電子化

された医療情報を医薬品の安全対策の充実 口強化に活用する技術や拠

点の整備について、ライフ ロイノベーションの観点から推進
口 電子カルテや遠隔医療システムなど医療サー ビスの向上を図るとと

もに、ライフサイエンスの研究開発そのものを加速する情報通信技術

について、ライフ ロイノベーションの観点から推進
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○ 革新的診断 口治療法の開発による治癒率の向上
口個人の体質に合つた画期的治療薬等の開発 :例えばがんや心臓病など

に対する、個人の体質に合つた治療効果が高く副作用の少ない画期的

治療薬の開発の推進など
ロアルツハイマー病をはじめとした認知症などの克服 :認知症や気分障

害に対する予防法や超早期診断法、治療薬の開発など
・創薬などに向けた革新的医療技術基盤の整備 :iPS細 胞等を用いた

創薬標的の探索や毒性評価技術の開発、バイオマーカーの探索に向け

たゲノム創薬の研究の推進など
自身体に優しい診断 ・治療法の確立 :放射線治療や内視鏡手術等の低侵

襲的な手法の開発など
・革新的治療機器の開発 :工学と医学等の融合による高機能な人工臓

器 ・組織の開発など
・革新的な診断装置の開発 :工学 口情報科学等の他分野のシーズも取り

込んだ、革新的な画像診断装置の開発など
日早期診断のため、バイオマーカーの探索、診断機器の開発 (新規技術

の研究 口開発、既存機器の感度向上)及 びこれらを統合した早期診断

技術開発を推進
口治療のため、疾患に関わる細胞 (例えばがん細胞)の 特性解明による

新規標的の探索 (増殖阻害、分化制御、転移防止、細胞死等)、治療

薬の研究 自開発 (低分子、抗体医薬等)、治療用の機器 (放射線、低

侵襲性機器等)の 開発を推進

○ 高齢者 ・障がい者の科学 ・技術による自立支援
0高 齢者、障がい者の生活支援技術の開発 :生活支援ロボットなどの革

新的技術開発の着実な推進
・ iPS細 胞の実用化をはじめとする再生医療の実現 :先天的あるいは

事故 ・病気 ・老化等により後天的に失われた機能等を補助 口再生する

医療の実用化など
・健康長寿をサポー トする医療機器等の開発 :高齢者等の低下した身体

機能の回復のための医療機器等の開発など

○ 新しい複合治療技術 (医薬品 ・医療機器 ・再生医療)の 展開
・薬剤と治療デバイスの複合体や、人工臓器に再生医療技術を組み込ん

だハイブリッド人工心臓など、分野を融合した治療技術の推進など
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ム ロ体質の相違を起因とする疾患特性の解明や診断治療法の確立の

ため、10万 人規模の疫学 ・ゲノムコホー ト研究を実施 し、その後、

主要疾患 (主にがん、アルツハイマー、糖尿病)の 原因因子を3程

度解明することで、患者に負担の少ない予防、検査、診断、治療法

の確立を目指す。

計画期間内に開発要望のある未承認薬の リス トを半減する。

要介護期間を半減させる。

先端医療開発特区 (スーパー特区、現在 24)に おいて、採択された

研究課題から、10程 度の研究シーズを臨床試験まで進め、 5程 度の

研究シーズについて実用化を目指す。

国民ニーズの高い介護機器を 10程度開発 し、障がい者が自立 して生

活できる環境を整備。

がんによる死亡者の減少 (がんの年齢調整死亡率 (75歳未満)の 20%

減少)

新薬及び新医療機器の市販までの期間をそれぞれ 2.5年 及び 1年 7

ヶ月短縮 し、米国並みの審査期間とすることで、いわゆる ドラッグ ロ

ラグ及びデバイス ロラグを解消させる。

新型インフルエンザ対策に対する危機管理の観点から、ウイルス株

が同定されてか ら6か 月以内に全国民分のパンデ ミックワクチンを

製造することを目指す。

約 2万 種の化学物質からリスクを優先的に評価すべき物質を絞 り込

み、ヒ ト健康影響評価を実施することなどにより、2020年 までに全

ての化学物質を人の健康や環境に対する影響を最小化する方法で生

産 ・利用する。

2015年 までに、ニュー トリゲノミクス等、農産物が高血圧 ・脂質代

謝異常等を予防する機能性成分作用メカニズムの解明と利用技術の

開発及びこれ らの機能性を有する成分 ・食品の機能を比較評価する

技術や指標を開発する。

2015年 までに、遺伝子組み換えカイコ等が生産する絹糸を用いた人

工血管、軟骨 口角膜再生用素材及び創傷被覆材を実用化する。

② ライフロイノベーションを支える仕組み

○ ライフサイエンスの研究開発を集結し、必要に応じ適切な管理の下に関

連規制も解除し、国全体のライフ ロイノベーションの基盤となる先端研

究開発を総合的に推進できる体制を構築する。

【例】

| ・バイオテクノロジーを集結し拠点形成させる日本版バイオポリスの |

1  検 討、実現 (予算の集中化、人事の柔軟化、税制上の優遇措置の在 |

|  り 方の検討など)                      |
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○ 一定の条件の下で治験薬や治験医療機器の使用を可能とする米国の IN

D (lnvestigational New Drug)やID巨  (lnvestigational Device

Exemption)の制度を導入し、臨床研究の質向上と治験への活用を目指す。

○ 医師主導治験により、基礎研究の成果を応用に結びつけるための探索型

の橋渡し研究の円滑な実施を図る。このため、臨床研究コーディネータ
ー、生物統計家、データマネージャー、医事・薬事に精通した人財の育成

及び医療機関内で安定して雇用される臨床研究環境の整備により、臨床

研究実施登録数増加を目指す。

○ ライフサイエンス研究の一層の広がりと専門化に鑑み、革新的医薬品 ・

医療機器の創出につながる新たなシーズの開発のためにはバイオベンチ

ャーの活躍が不可欠であることから、ベンチャー企業を長期的な視点で

支援していく。

○ ライフ ロイノベーションを阻む要因を取り除き、外国人研究者や海外の

医薬系企業も呼び込んで活発な研究開発が実施され、その成果が広く社

会に還元される環境整備を総合的に図る。
口臨床研究 ・治験に携わる人財不足の解消に努める。
・最新の研究成果とレギュラトリー ・サイエンスに基づく医薬品 ・医療

機器の許認可が行われるシステムを構築する。
口研究開発実施側と規制担当部局が連携して、リスクと効果を科学的に

分析 口評価するレギュラトリー ・サイエンスに関する政策を関係府省

の優先政策と位置付けて充実させ、科学的根拠に基づく規制の策定 ・

改正を図る。
・国際共同治験に積極的に参画する。

○ ライフ ロイノベーション推進の観点から、以下の項目を中心に、国際競

争力も十分勘案しながら、既存規制 ・制度の点検 口改革や、イノベーシ

ョン促進型制度 口規制の検討を進める。

【検討項目例】

|(既 存規制 口制度の点検と改革)                 |
|  .パ _ヽ ′+‖ ェ́ ビ ‖ 旱 ′ た 空 田 イレ .基 ■ 十 ス f _ム ハ 鼻 ^量 淮 ハ 婆 中 ■ 1| ロパーソナルモビリティを実用化 ・普及するための安全基準の策定及

|  び 関係法令の点検 口改革
・ 介護 ロボッ ト普及を妨げるおそれのある労働安全衛生法等の点検 ・

改革
・ 新規医療機器 (例 :ゲノム解析等)へ の参入ファス ト・トラックの整

備 (薬事法)

(イノベーション促進型制度 口規制)
・高齢者等の自動車事故防止を図るための予防安全技術に係る基準の

策定及びそのシステムの義務化に関する検討
・ 生活支援ロボットを実用化 ・普及するための安全基準の策定

○ 国際標準化について、選定された特定戦略重点7分野のうち、ライフロ

イノベーション関連である IPS細 胞などの先端医療、生活支援などの
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ロボットの分野について、標準化に向けた取組の工程を含む知的財産マ

ネジメントを核とした競争力強化戦略を、官民が協力して 2010年度に策

定し、これを推進する。

4.イ ノベーションの創出を促す新たな仕組み

2大 イノベーションをはじめ、幅広い領域でさまざまな課題解決型イノベー

ションが沸き起こるようにしていくため、以下のような新たなシステムの構築

を推進する。

(1)新 たなイノベーション創出力の構築

① イノベーション創出に向けた戦略策定 口推進のための 「場」の構築

○ 国として取り組むべき重要な課題を設定し課題解決型のイノベーション

を推進するためには、民間、大学、研究開発機関、各府省等からなる実

施主体が現状認識や将来ビジョンを共有し、協働 してイノベーション創

出に向けた戦略を策定 ・実施していくことが必要である。このため、研

究開発等の全体マネジメントを含めた推進のための合議体として、 「イ

ノベーション戦略協議会 (仮称)」 の具体化について検討し、これを創

設する。
・協議会は、国として解決すべき重要な政策課題毎に設置し、それぞれ

の課題解決に向けて、基礎的な段階から社会への実装に至るまでの推

進すべき具体的な研究開発課題、達成目標、研究開発の推進体制、資

金配分の在り方を検討し、戦略を策定する。各参画主体は、協議会の

下で連携 口協力しつつ、戦略に基づく取組を進める。戦略は、目的か

らのバックキヤス トや民間の視点を取り入れた評価に基づき、適時適

切に見直し、PDCAサ イクルを確立する。
口協議会は、大学や研究開発機関の研究開発活動の産業界への発信、産

業界の研究開発ニーズの把握などの場としての役割も担う。また、市

民 ・NPOと のコミュニケーションを充実させ、多様な意見を踏まえ

た戦略の展開を図る。

② 知のネットワーク強化のための体制整備

○ 我が国全体としてのイノベーション創出力を高めるため、イノベーショ

ン創出を担う各セクターの連携を深める知のネットワーク強化のための

各種取組を推進する。
・産学官連携の円滑な実施のため、大学及び研究開発機関における産業

界とのインターフェース機能を充実し、情報提供、契約作成、権利調

整を迅速に行える仕組みを整える。この際、各大学 ・TLO(技 術移

転機関)の 特性 ・実態を踏まえ、TLOの 再編 (ネットワーク化 口広
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域化 ・専門化)、 産学官連携本部と丁LOの 統合や連携強化、大学問

ネットワークの形成、ベンチャー企業の機動的活用など、効果的な産

学連携機能の強化を図ることが求められる。
・イノベーションのグローバル化への対応として、大学における海外特

許取得の取組を強化するとともに、特定領域について海外での重要な

特許取得を巡る訴訟に関する支援を行う。また、海外法人との共同研

究 口受託研究の拡大に向け、技術情報管理、知的財産保護、職務発明

規定などの連携ルールについて、海外の状況を踏まえつつ検討を行い、

整備を進める。また、大学において国際的にも通用する知財専門人財

の育成 ・確保に向けた取組を進めることが期待される。
・大学及び研究開発機関は、将来の研究の自由度確保を考慮した取得特

許の管理 ・活用を進めるとともに、博士課程の学生等を共同研究や受

託研究の研究者として活用する場合にこれらの学生と雇用契約を締

結し、知的財産の取扱いや秘密保持について明確にしていくことが期

待される。また、大学及び研究開発機関の企業内研究室や企業の大学

及び研究開発機関内研究室の設置、産学問の人財交流の活性化など柔

軟な連携を可能とする体制を整備することが期待される。
・研究開発機関は、それぞれのミッションに関連した領域におけるシー

ズとニーズ双方の知見を有していることから、大学の基礎研究を実用

化に向け橋渡しする機能を充実し、円滑な産学官連携を促進する。
・大学における有望なシーズの発掘から実用化までの切れ目ない支援

を強化する。
口産学官連携の成果を総合的に検証するため、単純に特許取得数や共同

研究件数のみならず、特許実施件数や関連収入、市場への貢献、研究

成果の普及状況、雇用の維持 ・確保など質的な評価を充実させる。

③ 多様な研究開発力を結集する場の構築

○ 課題解決型のイノベーションを効率的かつ迅速に進める仕掛けとして、

産学官の多様な研究開発力を結集し、基礎研究段階から出口を見据えた

戦略的な研究開発を行い、イノベーション創出につなげる多様なオープ

ン・イノベーション拠点 (産学官による開かれた研究開発拠点)を 形成

する。その際には、参加主体が、情熱とプライ ドを賭けて、それぞれの

持つ情報 ・知識を持ち寄り、実質的な成果が挙がるよう制度 口組織設計

に細心の注意を払う必要がある。超 LSI技 術研究組合や I M tt C

(lnteruniversity Micro Electronics Center)などこれまでの成功例

を踏まえ、異なる利害関係を持つ多様な参加主体の間で実質的協働が可

能となる非競争領域/前 競争領域での共通基盤技術の研究開発を中核に

据えることが不可欠である。また、そのメンバー構成、情報管理、成果

配分、紛争処理についても最新の経済理論も踏まえた適切な制度設計を

行う。国内外から優れた研究開発力を惹きつけるため、優れた外国人の

参加などについても考慮する。さらに、このような拠点において、若手
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を含む適切な人財育成が行われることが、中長期的な研究及び産業両面

での国際競争力の源泉となることにも十分配慮していく。

○ 入口から出口まで一貫した産学協同によるイノベーションの場としての

役割が期待されている先端融合領域イノベーション創出拠点の形成や、

産学対話を行う研究開発と人財育成の共創の場の形成を推進する。加え

て、オープン ・イノベーションに関し、企業 ・組織をまたがる活動に対

しての人財、知財、投資制度の整備が必要である。

(2)多 様性を活かしたイノベーション創出の活性化

① 多様なイノベーションを生み出す仕掛け

〇 創業活動の活性化は、新たな雇用創出と経済の新陳代謝の観点から重要

である。特に、先端的な科学 ・技術に根ざしたハイテクベンチャーの創

業は、科学 口技術から多様なイノベーションを通じて社会に展開する上

で重要なチャネルとなる。世界のイノベーションロシステムがオープン、

グローバル、フラットに変化する中で、cutting―edgeの先端技術にチャ

レンジして社会に提供するベンチャー創業やカーブアウ ト (現代版 「の

れん分け」)に 関して、以下の基盤整備を行う。
口創業活動を活性化する基盤整備として、起業家精神の涵養、起業体験

教育などの人財育成を充実する。また、ビジネス支援図書館における

情報提供を含め、専門家による法務 口知財 口資本戦略などのメンタリ

ング支援を可能とする 「顔の見える」ネットワーク構築を進める。特

に大学発ベンチャーに関して、我が国では、先端技術があれば即ビジ

ネス化できるとの観念が強く、往々にして、グローバルに戦えるマネ

ジメントチームの組成、未検証市場へのチャレンジ、適切な資本戦略、

コンテンツやシステムや知財戦略を含む総合的ビジネス戦略の構築

といつた技術以外の重要な要素が見落とされがちである。大学発ベン

チャーについては、こうした点に十分留意した支援を行う。
・ 先 端的なアイデアや技術シーズを持つベンチャーの 「登竜門」として

米国で既に大きな成果を挙げ、2009年から英国が本格導入している多

段階選抜型のSBIR(Small Business lnnovation Research)を本

格実施する。これは、適切な課題設定の下、①ビジネスプラン作成、

②試作開発、③政府調達又は民間ベンチャーキャピタル等とのマッチ

ングという三段階選抜方式によつて、リスクの高いハイテクヘのチャ

レンジについて、公的な下支えを通じ、民間投資を誘発しつつイノベ
ーション実現への橋渡しを行うものである。各府省の研究開発予算の

〇%を 、多段階選抜型のSBIRに 充てる。その際に、各府省は、独

自の制度化、他府省との共同実施を選択可能とする。
・ベンチャー支援では、大胆なチャレンジを許容するリスクマネー (エ

クイティ ・ファイナンスやエンジェル投資)の 充実が不可欠である。

我が国は、経済規模に比べたリスクマネーが、OECD諸 国中、ほぼ
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最下位で、ベンチャー活動が不毛であつた大きな原因でもあつた。既

に、エンジェル税制の拡充や中小企業基盤整備機構、産業革新機構に

よるリスクマネー強化政策が展開されているが、一層充実 口強化を図

ることが重要である。なお、長期の期限を有するファンド資金を通じ

たベンチャー支援は、毎年消費される補助金とは異なり、収益化に到

るまでに時間がかかるベンチャー企業の先行投資に充当することで

新たなビジネスを開発し、新たな雇用を継続的に生むことに繋がる。

このため、短期的な時価総額の変動に左右されず、長期的な視点で「投

資」を行うことが重要であり、短期的 ・形式的な行政評価には必ずし

も馴染まないことに十分留意すべきである。
ロ エ ンジェル投資の厚みを増すことは、オープンロイノベーション促進

のためにも必要なことであり、それも含めた新たな研究開発型ベンチ

ャーヘの支援措置を検討する。さらに、グローバルなビジネス展開が

必須であることから、投資家やパー トナーとの出会いの場となる国際

見本市など情報発信機会の提供 口充実が重要である。

② イノベーション推進のための特区の活用

○ 課題解決に向けた最先端の研究開発を推進するため、ひとつの制度的実

験として、限られた数の 「ナショナルラボ」を指定し、適切な管理の下

に関連規制を解除し、先端研究開発を強化する。例えば、既述の通り、

グリーンロイノベーションに関して安全確保の観点から行われている規

制であつて研究開発の円滑な推進を妨げるおそれのある安全規制につい

て補完的な安全確保措置を講ずることで限定解除する特区機能付先端研

究拠点や、ライフロイノベーション関連での日本版バイオポリスなどに

ついて、検討していく。なお、ここでいうナショナルラボとは、大学、

研究開発機関、その共同形態など様々なスタイルがありうる。

③ 地域の特性を活かしたイノベーションの推進

○ 各地域がそれぞれの強みを活かし、ビジョンを持つて自発的に科学 ・技

術を推進し、グローバルに活躍していくことが重要である。グリーンロ

イノベーション、ライフロイノベーションにおいても、地域の課題解決

の取組により、我が国全体や世界的に貢献していく。例えば、バイオ ロ

ディーゼル燃料では家庭を含む廃油回収のシステムが鍵であるし、レジ

袋削減のような地域レベルでの地道な取組など、ライフスタイルの変更

を含むイノベーションの取組が、地球温暖化対策への貢献につながるこ

とが重要である。既に集中的な取組を継続 して実績を挙げてきたエコタ

ウンは、アジア諸国の模範として二国間協力の好例となつているが、こ

のように、地域の課題解決が国際的な課題の解決にもつながる取組を強

化していく必要がある。栃木県では、地域の生ごみ 口牛糞からの肥料を

農業生産に活用する事例があり、このように地域資源を活用した循環型
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食料生産やエネルギー面の自立、地域の生産物の高付加価値化による地

域経済活性化の取組も重要である。また、秋田県での地域と一体となっ

た自殺予防研究の取組が自殺死亡率減少に実効を挙げていることも注目

される。さらに、東海地域の、大学と地域の中小企業との共同による加

工技術の高度化に関する取組や、関西地域の、先端的な創薬開発による

バイオクラスター形成に向けた産学官一体の取組も進められている。

資金支援や人的支援、特区などを組み合わせ、各地域において多様なシ

ステムの試みにチャレンジし、優れた試みを伸ばす。特に、これまで関

係府省が支援 してきたクラスターには優れた成果を上げているものがあ

り、これ らの取組 を自立的な地域経済の核として、グローバルにも展開

していけるよう、ネッ トワーク形成や人財育成、知財活用などで重点支

援する。

市民主体で明確に した地域の課題や国家的 ・社会的な課題等に関 して、

地域をフィール ドとして、研究開発から技術実証、社会還元までを研究

者と市民が協力して一貫 して行 う新たな研究開発システムを構築する。

また、優れた構想を有する地域に対 して、関係府省の施策を総動員でき

るシステムを構築する。

各地域において、研究開発を担 う人財や、地域の特色を活か した地域イ

ノベーション構想の推進を担 うマネジメン ト人財、産学官民の連携や知

的財産活動を担 うコーデイネーター人財の養成 ・配置、外部有識者の登

用を促進する。また、大学は、地域における人財育成や産学官連携活動、

知財活動、社会貢献などに関する支援機能を強化するとともに、これ ら

の取組が、大学評価の際に積極的に反映されることが期待される。

(3)イ ノベーションを誘発する新たな仕掛け

① 新たな制度 ・規制による新市場の創出

○ 規制や制度は、時代に合わなくなつたものや過度に厳格なものではイノ

ベーションを阻害する場合も多いが、逆に、時代を先取りしたものでは、

むしろ新たなイノベーションを誘発し、促進するものもある。このよう

な、イノベーションのインセンティブを高める新しい社会制度である、

いわば 「ポジティブ規制」について、グリーン・イノベーション、ライ

フロイノベーション関連のものは、2.及 び3.に おいて例示した。こ

の他にも、2大 イノベーションの推進のため、またその他の領域におい

て、アウトプットロ標も念頭に置きつつ、国際競争力も十分勘案しなが

ら、引き続き新たな制度 ・規制について検討していく。

○ 国際標準化では、研究開発段階からの戦略的取組を促進する。特に、米

国 ・EUの みならずアジア諸国と連携し、国際標準獲得に寄与する国際

的パー トナーシップの下で共同研究開発プログラムを推進する。また、

公正な評価方法や適切な規格 ・基準を見極めるための研究及び国際標準

化並びにその認証への取組を強化する。国際標準化や性能評価 ・安全基

○

○

○
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準の策定に関する産学官のハブとしての研究開発機関の機能を強化する。

○ 認証は、国内外で標準技術の実用化 B普及を促進するために不可欠なも

のであり、特にアジアにおいて、環境保護 口製品安全に関する領域や相

手国の産業振興に寄与する領域を中心に、製品試験 口認証を行う機関ヘ

の協力を進める。

② 知的財産権制度の見直し及び知的財産の適切な保護 口活用

○ 研究成果の社会還元を目的として知的財産を活用するという大学及び研

究開発機関の特性を踏まえ、出願 フォーマッ ト (様式)の 自由化、新規

性喪失の例外の拡大、アカデ ミックディスカウン トの改善など、これ ら

の機関がより利用 しやす くなる特許制度の見直 しを行 う。

○ 特許審査結果の実質的な国際相互承認を目指 し、日米欧韓中の間で各特

許庁の審査結果を共有するシステムの構築、特許審査ハイウェイの対象

拡大、手続簡素化を行い、特許審査ワークシェア リングの質を向上 し、

量を拡大する。また、各国の出願手続の統一及び簡素化を目的とする特

許法条約への加盟を視野に入れ、出願人の利便性向上に資する制度整備

を進める。

○ 研究目的に限つて特許を無償開放する仕組みを、大学をはじめとした参

画機関の協力を得て構築する。また、特許と関連する科学 口技術情報も

併せて収集 口公開 して運用を行 う取組や、国の委託から生 じた知的財産

を利活用するためのプール管理を含む枠組みやプロセスの整備を進める。

また、国の研究開発投資で得 られた知的財産の海外への技術移転の在 り

方について基本的方針を検討 し、早急に実施する。

○ 特許 ・論文情報統合検索システムの利用を促進するとともに、関連特許

や各種文献等をリンク ロ分析するシステムを整備するなど、知的財産関

連情報の基盤整備とネッ トワーク化を進める。

③ 公共部門におけるイノベーションの促進

○ 犯罪 ・テロ対策における爆発物等の検知技術や画像解析技術など、市場

の限られた公共部門において、技術を利用する側の府省 (出口側機関)

と技術をもつ研究開発機関とが、実装までの道筋を視野に入れた連携開

発システムを構築し、公共部門におけるイノベーションを促進する。
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Ⅲ.国 家を支え新たな強みを生む研究開発の推進

※ 答申までの間に引き続き内容の整理 口充実を図つていくこととする。

1.基 本方針

喫緊の重要課題である地球規模気候変動と少子高齢化に加え、国民生活か

ら産業、国家の存立に関する幅広い課題に対して、科学 口技術が応えていく

必要がある。このため、我が国が取り組むべき大きな課題を設定し、それを

解決口実現するための戦略を策定する。その戦略に基づき、豊かな国民生活、

産業及び国家の基盤を支える研究開発を推進するととも

開発全体の共通基盤となる科学 ・技術を強化していく。

に、課題解決型研究

2.豊 かな国民生活の基盤を支える

国民が、経済的豊かさに留まらない真の豊かな生活を実現するためには、

生存に不可欠であるとともに新たな産業創出の可能性を持つ食料生産の充実

や、資源、エネルギー といつた リソースの確保が必要である。また、国民生

活に対する脅威を事前に予測、予防 し、又は適切に対応 して、国民の安全を

確保 してい くことが必要である。これ らの課題に対応するための研究開発を

推進する。

(1)食 料 ・資源 ロエネルギーを安定的に確保する

例)食 料生産の安定的確保、資源 ・エネルギーの確保と利活用促進

(2)安 全な国民生活を確保する

例)災 害 口保全対策、火災 ・事故 ・犯罪対策、社会インフラ ・情報通信

基盤の高度化、リスク評価 口管理、新興 8再興感染症対策、動植物

病害虫対策

3.産 業の基盤を支える

将来の社会の姿を描いた上での新たなイノベーションや産業についての方

向付けは、イノベーション25(2007年、閣議決定)や 産業構造 ビジョン (2010

年、経済産業省)な どにおいて示されてきた。これ らの調査や検討を踏まえ

つつ、新たな産業を生み出して目指す社会のすがたを実現 していくことが重

要である。このため、産業の発展を支える基盤技術の進化 ・拡充、産学官連

携の強化による基盤の構築、情報通信技術の利活用の拡大などを通 じ、我が

国が既に持つ強みを伸ば していくとともに、将来に向けて新たな強み を作 り

出す研究開発を推進する。

(1)我 が国の強みを伸ばす

例)情 報通信技術、ロボテイクス、ものづ くり技術 (機能性化学、精密
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加工技術、制御技術、精密計測技術)、材料科学技術

(2)将 来に向けて新たな強みを作り出す

例)ナ ノテクノロジー、フォ トニクス、エレク トロニクス、組み込みシ

ステム、バイォテクノロジー、サービス ・サイエンス、アプリケー

ションロソフトウェア、宇宙

4.国 家の基盤を支える

最先端の科学 口技術は国家の存立基盤にも影響を与えるものであり、長期     _

的視点から国家の存立にとつて重要となる基幹 口安全保障技術について、常

に世界の動向を把握し、維持、強化を図つていくことが必要である。特に、

専守防衛の立場から必要となる技術基盤を確保するとともに、国家として新

たなフロンティアを切り拓いていくことが重要であり、このための研究開発

を推進する。

なお、これらの研究開発については、当該領域の施策全体を定めた宇宙基

本計画や海洋基本計画といつた他の基本計画と整合性を取りながら進める。

(1)国 家としてのセキュリティ対応力を高める

例)宇 宙、海洋、防災、原子力、情報通信 ロセキュリティに関する基幹 ・

安全保障技術

(2)国 家として新たなフロンティアを切り拓く

例)宇 宙 口海洋における人類未踏領域の調査 口研究

5.課 題解決型研究開発の共通基盤を支える

科学 ・技術が対応すべき課題は、多様化するとともに、いずれも複雑化し

ている。課題解決型の研究開発を推進していくためには、複雑性の解析、膨

大な情報の処理 ・構造化、多様な要素技術の集積化 ロシステム化などの共通

基盤を強化する必要がある。

(1)領 域横断的な共通基盤となる科学 口技術を強化する

例)最 先端解析 ・計測技術、数学 口数理科学技術、高度情報通信基盤技    _

術 (e―サイエンスを含む)、バイオリソース

(2)課 題解決型研究開発の国際研究ネットワータのハブを作る

世界の研究者を惹きつけ、課題解決に向けて人類の英知を生み出してい

く最先端の大型研究開発基盤を整備した研究拠点の形成
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Ⅳ.我 が国の科学 ・技術基礎体力の抜本的強化

1.基 本方針

1馨児こ嵯玩三種醜観隔聰χ∬猶量鮮ぶ
J晶
聟欝誓撃

を推進する。さらに、これ らの取組の基盤として国際水準の研究環境の構築

が不可欠であり、大学及び研究開発機関等における研究環境と知的基盤、研

究情報基盤の整備及び運用の充実を図る。これに加え、基礎体力を一層磐石

にしていくため、世界の活力と一体化する国際展開を推進 し、アジアとの連

携強化や科学 ・技術外交の新次元の開拓を進める。

2.基 礎研究の抜本的強化

(1)独 創性 ・多様性に立脚 した基礎研究の強化

新しい芽となる研究を不断に生み出していくためには、研究者の自発的

発想に基づく多様で重厚かつ独創的な知の創造を目指した研究を推進す

るとともに、それらを飛躍的に発展させていくことが重要である。また、

多様な知識の出会いや衝突により新奇を創出していくには、研究領域、

研究組織、国境といつた既存枠組みを超え、現象の法則性等を学問領域

間で共有するなど、知を横断的に捉えて新たな切り口でアプローチする

研究が重要である。

このため、研究者の意欲を高め、新たな挑戦を促し、また全体的な質の

向上を図るための改革を推進していく。
・研究者が自らの発想に基づいて行う研究を支援するとともに、学問的

な多様性 口継続性を確保し発想の苗床を確保していくための、大学の

運営に必要な基盤的経費の充実を図る。
ロ ボ トムアップ型の研究は、多くの種をまき、芽が出るかどうかを見守

る必要があることから、萌芽を育み研究を活性化させる科学研究費補

助金について、以下のような充実と改革を図る。
一 新規採択率を30%程度に上げ、通説に反する挑戦的研究にも機会

を与えるため、今後5年 間で大幅な増額が不可欠である。
-1件 当たりの配分額は年々減少し、2009年度では280万円にまで

落ち込んでいる。このため、研究者が多数の種目に応募せざるを

得ずに、応募件数が過大となり、審査の精度も低下している。こ

る
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れを改善するため、研究に責任を持つ独立 した研究者であるPI

(Principal lnvestigator)のみが応募できる種 目を指定 し、そ

こに十分な研究費を確保することが必要である。
一 現在の細目は過度に細分化されて狭い領域で審査 ・評価が続けら

れており、萌芽的研究を柔軟かつダイナ ミックに入れに くい側面

がある。このため、細目を点検 しつつ、大括 り化やより大きな視

点からの審査の充実を行い、新興 ・融合領域への挑戦を誘発する。
一 客観的な指標も含む多様な評価軸による評価を実施する。

(2)世 界 トップレベルの基礎研究の強化

① 世界トップレベルを目指す研究の推進

我が国で既に芽として育つている研究を更に伸ばし、後につなげていく

ためには、 トップレベルの基礎研究を選び出し、集中的に強化すること

が重要である。

このため、国際的に高く評価される研究を更に向上させ、国際研究ネッ

トワークの中心部により深く食い込んでいけるよう、集中支援を行う。
・研究の推進、人財育成や海外からの人財獲得、国際的に開かれた情報

発信機会の充実を可能とするよう多面的に支援する。
・学術論文及び特許のデータベースや府省共通研究開発管理システム

(e―Rad)に基づく政府研究開発データベースも活用し、大学及び研

究開発機関などの機関別又は研究領域別で成果と投入金額の相関関

係を明らかにし、資金配分の検討に反映する仕組みを構築する。

② 世界の人財を惹き寄せ躍進する国際研究ネットワークのハブ形成

〇 世界の優秀な人財を惹きつけ、世界に対し発信力のある研究開発を活発
に実施して、更にその成果が広く社会に還元されていくようにするため

には、国際研究ネットワークのハブとなる研究拠点を国内に形成してい

くことが重要である。

○ このため、国際研究ネットワークのハブとなる大学及び研究開発機関の

抜本的強化を図る。また、世界 トップレベルの拠点を持つ大学を中心に

50程度のリサーチ ・ユニバーシティ (仮称)を 形成し、国際的に競争可

能な環境整備を行う。
・大学の国際水準の研究 ・教育力や戦略性を厳格に審査し、新しい成長

分野などの領域で世界をリー ドし質の高い研究 口教育を行う大学に対

する重点的な支援や、特定の領域や萌芽的な学際領域で優れた研究 ロ

教育を行う大学に対する支援を行う。
・世界第一線の研究者の集積、迅速な意思決定、独自の人事口給与体系、

英語での研究活動などの先進的な取組を実現する拠点を形成し、国際

的に優れた成果の創出、新たな融合領域の触発、人財育成を図る。

○

○
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・ 将来国際研究ネッ トワークのハ ブとな りうる大学を形成 してい くた

め、他国の事例も参照 しつつ、研究領域別の国際比較の仕組みを作る。

その上で、このようなハブを目指す大学が国内的、国際的比較におい

てどのような位置を占めているかを、目に見える形で明らかにする。

各研究領域において世界のハブとな りつつあることを示 した大学に

ついては、これを資金的に重点支援するとともに、戦略的な人事 日経

営等の取組を促進する。
・ こうした取組も通 じ、各研究領域の論文平均被引用度 50位 以内の拠

点を総計で 100とすることや、研究領域毎の論文被引用度世界 トップ

1%研 究者を格段に増やすことを目指 していく。

○ また、国際研究ネッ トワークのハ ブの形成に向け、世界の優れた研究

者 ・学生の大学及び研究開発機関への受入れを促進するための各種取組

を推進する。
・研究環境の整備や給与等の処遇面の改善 ・充実、日本で研究を行 う外

国人研究者のスター トアップ支援、奨学金やフェローシップ等の留学

生 ・研究者への支援体制の整備 ・充実、これ らの取組を推進するため

の事務体制の強化を推進する。また、出入国管理制度上の措置の検討、

周辺自治体 ・地域の国際化を進める。さらに、留学の動機付けとなる

日本及び日本の大学の情報発信、留学生が帰国した後のフォローアッ

プの充実など、留学生 30万 人計画に基づ く総合的な取組を進める。
・ 大学及び研究開発機関は、優秀なPI確 保のため、少なくとも3～ 5

年の契約 (再任可)をするよう独自の取組を進めることが期待される。
・ 海外で活躍する日本人研究者のデータベースを早急に整備 し、採用や

科学 口技術の国際ネッ トワークの構築の際に活用 していく。
・ これまでの国際戦略本部などの取組とその進捗を踏まえつつ、大学及

び研究開発機関において、外国人研究者に対する研究環境の整備や家

族を含む生活面での支援に関 して、専門性の高い職員を配置するなど

事務体制を強化 し、より丁寧に対応 していく取組を促す。
口 国内外から優秀な研究者を集めるとの観点から、各機関の特性に応 じ

つつ、大学及び研究開発機関における外国人研究者の比率について

10%を ひとつの目安として取組を促進する。

3.科 学 ・技術を担 う人財の強化

(1)多 様な人財の育成と活躍の促進

① 大学院教育の抜本的強化

○ 大学における人財育成機能の強化や国際競争力強化の重要性については

第3期 基本計画にも明記されているが、国際競争が一層激化する中、我

が国においても、より質の高い教育研究を実現するための大学改革を着

実に進めていくことが必要である。特に、経済 口社会のグローバル化が
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○

進展 し、イノベーシ ョンや新たな知の創出のため国内外で活躍する優れ

た人財が求められる中、高度な人財の育成 口確保に向けて、大学院の果

たすべき役割は極めて大きく、研究面のみならず教育面でも、更なる充

実 ・強化に向けた取組を進めていくことが必要である。

このため、大学院の教育研究に関する改革を進め、国際的に通用する高

い専門性と、アカデ ミアにとどまらず社会の多様な場で活躍できる幅広

い能力を身に付けた人財の育成に向けて、大学院教育を抜本的に強化 し

ていく。その際、今後の大学院教育の改革の方向性と体系的 ・集中的な

取組を明示 した計画に基づき、具体的な施策の展開を図つていくことが

必要である。
・ 大学院教育の充実のため、研究室単位ではなく専攻 レベルでの体系的

な教育と評価の実施を徹底する。大学院を持つ各大学は、人財育成の

目的や、それ を達成するための目標設定と体系的な教育内容 ・方法、

研究指導の方針等を明確にして、これ らの情報について透明化を図る

ことが期待される。また、大学院教育の質の担保のため、大学院教育

に関する情報を集約 し一覧できる仕組みを構築する。
・ 人財育成に関する産学官連携を推進 し、産業界は大学院を持つ大学に

対 して求める人財像を明らかにするとともに、大学院を持つ大学は産

業界の二―ズを踏まえた実践的なカリキュラム作成にも取 り組む こ

とが期待される。産業界におけるイノベーション創出やアカデ ミアの

プロジエク ト研究等に不可欠なリーダーの育成を目指 し、産業界とア

カデ ミアが連携 して学生の素養 ・能力を伸ばす取組を支援する。また、

産業界のニーズを踏まえた人財育成などについて、共通理解を得るた

めの対話の場を設置する。
・優秀な人財が安心 して大学院を目指すことができるよう、TA(テ ィ

ーチングアシスタン ト)、RA(リ サーチアシスタン ト)、フェローシ

ップ (研究奨励金)な ど、博士課程全体を通 じた、大学院学生への給

付型の経済的支援の充実を図る。また、授業料の負担軽減や奨学金の

貸与等、家計に応 じた負担軽減策を講 じるとともに、民間企業からの

寄付金や受託研究などを活用 した大学の自助努力を促進する。これ ら

の取組も通 じ、「博士課程 (後期)在 籍者の 2割 程度が生活費相当額

程度を受給できることを目指す」との第 3期 基本計画の目標の早期連

成を目指す。
・ 理工系博士課程について、大学は人財養成目的に応 じ、大学院教育の

質を確保する観点から、入学定員の見直 しを検討するとともに、公正

で国内外に開かれた入学者選抜を実施する。
・ アジアをはじめとする諸外国の大学との単位互換、任期制の交換教授

システム導入など、教育面での連携を深め国際的に通用する人財の育

成を強化する。
・ 大学は、大学教員の人財育成に係る意識改革を進めるため、大学院教

育を担 う教員について、教育や若手研究者のメンターとしての業績を

可視化 して多面的に業績評価が行われるようにすることが期待 され



る。さらに、大学教員の自己研鑽機会を充実することが求められる。
・大学院における教育と研究の両立は、体系的な教育を行う基本組織で

達成されることが重要である。このため、大学における教育活動及び

研究活動に関する質保証の取組の重視、評価項目の整備、アウ トカム

評価の実施など評価の実質化を促進するとともに、比較可能な形で大

学の機能別 ・分野別評価を促進するための評価基準の整備を行う。さ

らに、これらの機能別 自分野別評価等の結果を、教育研究支援プロジ

ェク トをはじめとする予算の資源配分に一層活用するための方策を

検討し、推進する。

② 専門知識を活かせる多様な人財の育成と活躍の促進

課題解決型をはじめとしたイノベーションを生み出していくためにも、

また、成長のプラットフオームとしての科学 口技術を推進していくため

にも、専門領域以外の多様で高度な専門知識が求められる場が拡大して

いる。このような中、研究開発マネジメント手法や知的財産管理といっ

た異次元の最新の専門知識の習得は、必ずしも十分ではない。他方で、

研究職とは異なる専門職としてのキャリアパスが未確立であるために、

高度人財が社会の中で十分には活躍できていない。

このため、多面的な専門知識を持つ多様な高度人財の育成と活躍促進の

ための取組を推進する。
・大学をはじめとした様々な場において、研究開発成果をビジネスにつ

なげる人財、課題解決に向けて効果的 ・効率的に研究開発をマネジメ

ントする人財、政策の科学的分析ができる人財、知的財産専門家、標

準化専門家、リサーチ ・ア ドミニス トレーター、サイエンステクニシ

ャンなどの多様な人財を育成していく。このため、社会人向け大学院

の教育の質を更に向上させるなど、実務家養成に向けた大学の取組を

充実させていくことが期待される。
・ これらの専門的で高度なスキルが社会で高く評価され、専門人財のキ

ャリアパスが確立されるようにしていくことが求められる。大学にお

いては、キャリア支援体制の強イヒを図ることが期待される。大学、研

究開発機関及び民間においてこれらの専門人財の処遇を改善しつつ

社会的地位を確立することにより、博士号取得者が、その適性に応じ

て多様なキャリアパスを築けるようにする。また、国及び地方の行政

機関においては、博士号取得者が、その専門性を活かして活躍できる

ような取組を一層促進していくことが求められる。
・知財や標準化の専門家の活躍促進のため、例えば、ファンディング・

エージェンシーなどで一括して専門家をプールし、単独で専門家を置

けない大学への臨機応変な専門家の派遣や相談を可能とする体制を

整備する。
・大学及び高等専門学校においては、産業界とも連携しつつ技術者の育

成を図ることが求められる。また、産業界において、技術者の活躍を

○

○
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促進していくことが期待される。

(2)人 財の独創性と資質の発揮

① フェアでバランスの取れた評価制度の構築

大学及び研究開発機関における若手研究者のポス トが限られていること

などから、若手研究者が不安定な地位に置かれ、将来展望を描きに くい

状況となつている。

このため、フェアでバランスの取れた評価制度の構築により若手研究者

にも活躍と挑戦の機会を拓 くことが求められる。
・ 研究者の多様な活動をフェアに評価する業績制度の構築のため、単純

な量的評価のみならず質的な評価を充実 口徹底するとともに、研究開

発成果を実用化につなげる取組や教育能力など多様な軸での評価 を

実施する。
・ 大学は、研究や教育における評価を研究者の処遇に適切に反映するこ

とが求められる。例えば、大学の人事の方針に基づき、一定年齢を超

えた研究者に対する教育研究能力の再審査や別の給与体系への移行

など大胆な人事や給与費全体の合理化 口効率化の実施が期待される。

また、これらの取組を透明化することで、若手研究者のポス トを拡充

し、優秀な若手研究者の流入を進めることが期待される。
・ 流動性の向上や若手研究者の雇用促進にもつながることから、研究者

については、年俸制による雇用を段階的に進めることを推奨する。

また、大学及び研究開発機関における研究者の人事においては、国際公

募を原則とし、国内外の優秀な人財を登用する。

② ポストドクターを含む研究者のキャリアパスの整備

研究者が多様な研究環境の下で経験を積み、人的ネットワークを広げつ

つ、研究者としての視野を広げ、より高度な研究に取り組んでいく上で

も、研究者の流動性を確保することは重要である。一方で、固定的 口垂

直上昇的な従来型のキャリアパスからの変化が見えにくくなり、かえつ

て若手研究者の海外を含むキャリアパスの高度化と更なる挑戦への意欲

を失わせることにつながつている面も否定できない。
このため、安定的でありながら一定の流動性が確保される仕組み作りに

向けた施策を講じていくことが重要である。公正で透明性の高い選抜に

より採用された若手研究者が、審査を経てより安定的な職を得る前に任

期付きの雇用形態で自立した研究者として経験を積む 「テニュア ロトラ

ック制」の普及 ・定着や、流動性の向上に向けた取組を促進していく。
・博士課程からポス トドクター、その後テニュア ・トラック教員を経て

テニュア教員というキャリアパスを、アカデミック ロキャリアパスの

ひとつとして確立する必要がある。このため、テニュア ロトラック制
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の普及 ・定着を進める大学を支援する取組などを推進し、テニュア ・

トラック教員の採用割合について、全大学の自然科学系における若手

の新規採用教員総数のうち3割 に相当する人数を目指す。

競争的に選考された優れた若手研究者が、自ら希望する場において自

立して研究に専念できる環境を構築するための仕組みとして、「研究

者奨励金制度」を創設する。実施に当たつては、優れた若手研究者の

育成 ・確保を目指す諸制度との一体的な取組に配慮するとともに、キ

ャリアパスの展望を明示することが重要である。

研究者が大学や企業によるリーグの中を異動しながらステップアッ

プする仕組みの構築など、出身校以外の国内外の優れた大学及び研究

開発機関における経験が高く評価されるような柔軟な人事が、大学の

特性に応じ、自主性に基づいて進められることが期待される。

人財流動停滞の一因ともなつている、大学及び研究開発機関の兼業 ・

出向 ・研究休暇取得の関係規程や退職金の扱いなどについて、各機関
の状況の把握、公表を通じ、取組を促進する環境を整備する。

優れた資質を持つ若手研究者 口学生が積極的に海外での研鑽を積むこ

とができるよう、海外派遣 口留学の機会の充実を図る。また、その後

の就職支援の充実や、海外での研究経験が採用等で適切に評価される

ような人事システムの構築といつた環境整備が期待される。

③ 女性研究者の活躍の促進

我が国の人文社会科学を含めた トータルの女性研究者の割合は、博士課

程 (後期)で 32%であるが、全体では 13%に留まり、諸外国と比較して

も極めて低い状況である。男女共同参画は、国是であるのみならず、女

性の持つ優れた潜在能力を解放し、我が国の中長期的な発展を図る上で

も極めて重要な鍵を握つている。とりわけ、研究開発の領域では、女性

ならではの視点、日線からのアプローチが、新たな価値創造につながる

潜在的可能性は高いと言える。

このため、女性研究者が能力を発揮できる環境整備を行う。出産 ・育児

等により研究を中断する女性研究者の復帰と活躍を促進するため、女性

研究者について、出産 ・育児等と研究を両立できるような柔軟な雇用形

態 口人事制度の確立、研究サポー ト体制の整備を促す。また、ライフサ

イクルに合わせた柔軟な評価や、育児中の女性の教育負担の軽減、保育

サポー トなどの取組を行う。

また、女性研究者の採用促進のための多面的な取組を推進する。
・女性の採用に関する数値目標の設定と公表、実績の公表、PIと して

の女性の活躍の促進などにより、各機関における女性研究者の採用 ロ

登用及びその活躍を促進する。また、女性研究者の積極的な採用、登

用に向けた環境整備や意識改革のインセンティブを与える取組を推

進する。
口第3期基本計画においては、博士課程 (後期)に おける女性の割合に
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鑑み、期待される女性研究者の採用目標を示した。これにより、大学

及び研究開発機関の意識が高まつて、女性研究者の採用が進み、保健

系のように目標を達成した領域もあるが、引き続き採用目標を設定し

て取組を進めていくことが求められる。このため、現在の博士課程 (後

期)の 女性割合に鑑み、自然科学系全体で 25%と の目標を引き続き掲

げ、早期に達成するとともに、更に30%を 目指して努力していく。特

に理学系 20%、 工学系 15%、農学系 30%の 早期達成を目指すととも

に、医学系で 30%を 目指す。
・今後、長期的に女性研究者の割合を増やし、女性の研究者としての活

躍を促進していくためには、自然科学系の女子学生や研究職を目指す

女性を増やして裾野を広げること力
、重要である。このため、女子の興

味 口関心の喚起 日向上にも資する取組を強化するとともに、女性が科

学 口技術に進む上で参考となる身近な事例やロールモデルなどの情報

提供を推進する。

(3)次 代を担う人財の育成

将来を担 う子どもたちが、現代の市民に必要な基礎的知識としての科学

的素養を得 られるよう、学習機会を充実することが重要である。

このため、初等中等教育段階から理数に対する関心を高め、理数好きな

子どもの裾野を拡大するとともに、その才能を見出し伸ばすための一貫

した取組が不可欠である。
・大学と教育委員会は連携して、中学校 ・高等学校の数学 口理科の教員

免許で小学校の算数 ・理科を教える制度や、教員免許を持たない専門

家を登用する特別非常勤講師制度及び特別免許状制度の活用を通じ、

理工系学部 口大学院出身者の教員としての活躍の場を拡げる。また、

処遇の適正化を進め、理工系の学部 ・大学院学生が観察 口実験を支援

するスタッフとしてよリー層活躍できる機会を充実する。
・理数系教育を担う教員養成内容の充実や、初等中等教育での現職教員

の研修機会の充実を通じ、理数系科目について情熱を持つて教えられ

る教員を確保する。
・研究所見学や出前型実験 口授業など、実践的で分かりやすい学習機会

を充実させ、観察・実験設備を整えることで、子どもが見て、触れて、

楽しさを実感できるようにする。また、大学、研究開発機関、博物館、

科学館など学校外でも科学 ・技術の知識に触れられる機会を充実する。
・子どもの科学 口技術に対する関心を高め、チャレンジヘの意欲を喚起

するような、身近で日に見える機会 (「科学甲子園」、「科学インカレ」、
「ものづくリコンテス ト」)を 充実する。

・未来を担う科学 ・技術関係人財の育成を目指すスーパーサイエンスハ

イスクールを強化するとともに、その成果を広く他の学校にも普及し

ていく取組を進める。

また、中学校 日高等学校で、理数系の基礎科目の履修を促すとともに、
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学部教育において教養教育を充実させ、広 く教養としての理数系科目の

習得が進むことが期待される。

○ さらに、次代を担 う人財育成の充実に向けた大学の取組も期待される。
・ 大学入試において、学部教育の基礎 として必須となる知識習得を促す

科目設定、学生の選択の幅を広げる入試の在 り方、国際科学オ リンピ

ックでの活躍やスーパーサイエンスハイスクールでの修業成果も含

む総合評価など、各大学の更なる工夫と改善が期待される。
日 高等学校在学中における大学の 自然科学系科 目や専門科目の履修な

ど、円滑な高大連携に向けた取組を促進する。

4.国 際水準の研究環境の形成

(1)大 学及び研究開発機関における研究開発環境の整備

① 大学及び研究開発機関における施設。設備の整備

○ 科学 口技術の強化のためには、研究開発及び人財育成の基盤となる大学

及び研究開発機関の施設 ・設備の整備 口高度化の促進及び安定的な運用

確保が不可欠である。

○ このため、大学の施設 ・設備の安定的で効果的な整備、活用を図る。
口 国 立大学法人 (大学共同利用機関法人及び国立高等専門学校を含む。)

において重点的に整備すべき施設等に関する国立大学法人全体の施

設整備の計画を国が策定し、安定的 ・継続的な整備が可能となるよう

支援の充実を図る。その際、安全な教育研究環境の確保、環境対策に

留意しつつ、イノベーションの創出や高度な人財育成に資するキャン

パス環境、若手研究者や外国人研究者 ・留学生を惹きつける国際水準

の教育研究環境の形成を目指す。
・ 各 国立大学法人は、長期的視野でのキャンパス全体の整備計画を策定

し、経営的視点で施設マネジメントを一層推進することが期待される。

また、寄附や自己収入、長期借入金、PFI(民 間資金等活用事業)

など、多様な財源を活用した施設整備が期待されており、税制上の優

遇措置の在り方の検討も含め、これを支援する取組を進める。同時に、

私立大学における研究基盤形成のための施設 口設備整備を進める。
・国立大学法人の設備の整備計画を踏まえ、研究設備の計画的な整備 ・

更新や安定的な維持 口管理、さらには共同利用 ・共同研究に供する大

型 口最先端の研究設備の整備に関する支援の充実を図る。大学が保有

する研究設備の大学問連携での相互利用や再利用を効果的に行う体

制を整備する。また、設備の保守 ・運用 口整備を行う技術職員の確保

を含む安定的 口継続的な支援を行う。

○ 研究開発機関の施設の整備 ・高度化と共用促進を行う。
・研究開発機関は、国家戦略に必要な研究基盤や幅広い研究領域への活

用が期待される先端研究施設 口設備の整備 ・高度化を着実に進める。

31



また、これらをはじめとする研究開発機関の施設 口設備の共用を進め

るため、安定的な運用を確保するとともに、利用者の支援体制を充

実 ・強化する。共用に際しては、課題の公募 ・選定の在り方を含め、

成果が期待される研究開発を戦略的に実施するための方策を講じる。

② 大型研究施設 口設備の国内及び国際協調による整備 ・利用

○ 多額の資金を要する科学研究の大型プロジェク トについて、研究領域毎

の研究者コミュニティの議論を踏まえて策定される計画を基本としつ

つ、客観的かつ透明性の高い評価を行つた上で、安定的 口継続的に推進

する。プロジェク ト開始後も、中間評価を厳正に行い、その結果に基づ

いて、計画の変更や凍結も含めた不断の見直しを行い、より優先度の高

いプロジェク トヘの重点化など資源配分の最適化を図る。

○ 各領域における我が国の研究開発力の国際的な位置付けや、国内におけ

る利用度、社会還元の見込みなどを適切に勘案し、国際協力への参加の

要否や、関与の程度について、慎重に吟味する。

(2)知 的基盤の整備

○ 知的創造活動で生み出された成果や収集された遺伝資源や研究用材料

などの知的資産を体系化した、バイオリソースや計量基準、先端計測分

析機器、データベースなどの知的基盤の整備、活用を着実に進める。
・新たな知的基盤整備計画を策定し、大学や研究開発機関を中核機関と

した知的基盤の整備及び利活用を促進する。利用者ニーズを踏まえた

成果の蓄積、デニタベース整備 ・統合及び利活用、既設設備の有効活

用を促し、知的基盤の充実 自高度化を図るとともに、知的基盤整備に

関する国際的取組への参画、他国との共同研究、相互利用、標準化な

どを進める。
・安定的かつ継続的な知的基盤の進展のため、整備に携わる人財の育

成 口確保や整備機関に対するインセンティブ付与の取組を進める。

(3)研 究情報基盤の整備

○ 大学、研究開発機関、学会、国立国会図書館など各種図書館における研

究成果の情報発信と流通体制の一層の充実を図るため、情報基盤の強化

と研究情報ネットワーク構築を推進し、科学 口技術 ・イノベーションを

支える強力な研究情報基盤を確立する。
・論文等のデータを機関毎に保存 ・公開する電子アーカイブシステムで

ある機関リポジトリの充実、公的資金による研究成果 (論文及び科学

データ)の 機関リポジ トリや研究データベースでの公開などにより、

研究成果へのアクセスの容易化を図る。また、学協会がTil行する論文

誌の電子化、国立国会図書館や大学図書館における文献の電子化など、



人文社会科学も含む研究情報のデジタル化やオープンアクセスを推

進する。同時に、国際的な情報ネットワークとの連携を深めていく。
・デジタル情報資源のネットワァク化、データの標準化などを進めると

ともに、学問領域横断的な統合検索、構造化、知識抽出の自動化に向

けた研究開発を国全体として推進する。また、文献から研究データま

での学術情報全体を統合して検索・抽出が可能なシステム (「知識イン

フラ」)の 展開を図る。このため、必要なガイ ドラインなど制度面で

の整備を進め、各種データベースをもつ大学及び研究開発機関の協力

も得て、研究データの公開を促進する。

○ 大学は電子ジヤーナルの効率的・安定的な購読ができるよう、有効な対

応方策を検討することが期待される。また、国はそれを支援する。

5.世 界の活力と一体化する国際展開

(1)ア ジア共通の課題解決に向けた研究開発の推進

○ アジアは、環境、エネルギー、防災、水、食料の確保など、日本が科学 ・

技術により解決に貢献できる課題を抱えている。こうした共通課題の解

決を目指し、アジア諸国との間で科学 D技術協力を強化するため、東ア

ジア共同体構想の一環として、「東アジア ロサイエンス&イ ノベーショ

ンロエリア構想」を推進する。ここでは、参加各国が、域外にも開かれ

た形で相互互恵的な関係を構築し、共通課題の解決に資する研究開発を

共同で実施するとともに、人財育成や人財交流を促す。またその際に、

日本が強みを持つ研究開発については日本が適切に協力をリー ドする
一方で、海外諸地域の特性を活かして実施すべきものについては海外で

推進できるようにする。また、域内の科学 ・技術水準の向上及びイノベ
ーションの促進を図るため、国際的な研究ファンド設置や大型の共同プ

ロジェク トの実施についても検討する。

(2)科 学 ・技術外交の新次元の開拓

① 日本の強みを活かす国際展開

日本発の 「課題解決型の処方箋の輸出」(システム輸出)に よるアジア

需要を創造するため、我が国の強みを活かして社会変革につながる技

術 ・システムのアジア地域など海外への展開を図る。

このため、特に我が国が技術的優位性を有している領域において、我が

国の技術や規制 ・基準 口規格について、アジア諸国等と共同で国際標準

化を進める。

また、新興国を中心に需要が高まる社会インフラ整備などにおいては、

個別の先進技術のみならず複雑で精緻なシステムを組み上げるととも

に、その管理 ・運営も含めた技術 日経験により我が国が強みを発揮する
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ものがある。新幹線 ・都市交通、水、エネルギー等のインフラ整備支援

や、環境共生型都市の開発支援について、官民が有する先進技術と管

理 ・運営ノウハウをパッケージにした総合的システムの海外展開に向け

て官民をあげて取り組む。

○ これらの取組の促進に向け、新成長戦略で示される体制との整合性を図

りつつ、科学 口技術に係る産業界 ・学界 日外交当局の連携強化のため、

継続的に情報、意見を交換する場として、「科学 ・技術外交連携推進協

議会 (仮称)」の設置について検討する。

② 先端科学 ・技術に関する国際協力の推進

○ 我が国の科学 ・技術水準の一層の向上のため、高い科学 ・技術水準を持

つ諸外国との間で、国際的な幅広い領域での研究ネットワークの充実を

図り、海外の優れた研究資源を活用しつつ、先端科学 ・技術に関する国

際協力を強力に推進する。
・世界で最先端の研究開発能力を有する大学及び研究開発機関におい

ては、海外の研究拠点を活用し、世界の活力と一体となつた研究開発

活動の国際展開を図る。この際、現地の優れた外国人及び日本人研究

者の雇用、若手研究者の日本からの派遣、臨床研究など海外諸地域の

特性を活かして実施すべき研究の実施、現地国の競争的研究資金獲得

による研究実施を促進する。
・大型施設整備を伴う国際的な大規模プロジェク トや国境を越えた包

括的データ整備により大きく進展する研究開発については、研究者コ

ミュニティの意見を踏まえつつ、協力を進める。我が国が強みを持つ

領域や関心の高いものについては、リーダーシップを発揮できるよう

支援する。
・我が国の経験 ・優位性を活かし、核不拡散 口核セキュリティに係る技

術開発などの国際協力を先導するとともに、我が国にアジアの拠点を

形成し、この領域に貢献する人財を育成する。

③ 地球規模の問題に関する開発途上国との国際協力の推進

O ODAや 輸出金融などの政府資金を活用し、我が国の先進技術による途
上国の課題解決に向けた国際共同研究や人財育成を推進する。この際、

生物多様性の確保など長期的で幅広い視点での課題に留意する。環境 ・

エネルギー問題における国際エネルギー機関 (lEA)、 食料問題にお

ける国際連合食糧農業機関 (FAO)な どの国際機関や、各領域で活躍

するNPOと も連携した効果的な協力を行う。

④ 海外の情報収集 口分析の強化

○ 海外での科学 ・技術に関する国際活動の推進体制を強化する。大学及び
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研究開発機関の海外事務所等の拠点について、海外の科学 口技術国際戦

略の担い手として、その効果的 口効率的な活用を推進する。在外公館と

海外拠点、在外の研究者との情報交換や協力体制を構築し、情報発信と

収集を強化する。

○ 政策の検討に活用するため、海外の情報を継続的 口組織的 ・体系的に収

集 口蓄積 口分析し、横断的に利用する体制を構築するとともに、これら

に携わる人財育成を進める。
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`V.こ れからの新たな政策の展開

1.基 本方針

,

国家を支え新たな強みを生む研究開発を推進し、我が国の科学 ・技術基礎

体力を強化するため、科学 ・技術システムの改革を行うとともに、国民 口社

会とのつながりを強化するための取組を推進する。また、基本計画を実現す

るための投資目標を明確にする。

2.科 学 D技術システムの改革

(1)我 が国の科学 ・技術システムの強化

① 研 究開発マネジメントの強化

○ 国の研究開発は、次の各段階を経て実施される。
・政策決定段階 :国家戦略、科学技術基本政策、各府省個別政策の決定
・施策策定段階 :政策に沿つた具体的施策を各府省が策定
・資金配分段階 :研究テーマ設定、募集、研究費配分など
・研究開発実施段階 :研究開発、評価、成果普及など

○ 資金配分段階及び研究開発実施段階について、府省を越えて早期に対応

すべき課題として、以下のものがある。
口資金配分主体の位置付けの明確化
ロ イ ノベーション創出に向けた「場」の構築
口研究開発独法 口大学等の機能強化
・ 人 財等の基盤の強化

② 研究開発独法の機能強化

○ 研究開発独法については、研究開発の特性 (中長期の取組の必要性、柔

軟な資金投入の必要性)を 踏まえ、その機能強化に必要な制度改革 口運

用改善を図り、理事長の強力なリーダーシップの下での運営を可能とす

ることが必要である。

○ 制度改革として、国家戦略的な研究開発を担う新たな法人 (「国立研究

開発機関」)の 制度創設の着実な推進が必要である。

③ 科学 ・技術に関するPDCAサ イクルの実施

○ 総合科学技術会議は、科学技術基本計画はもとより、自ら定めた科学 ロ

技術 ロイノベーション政策に関する政策提言の進捗状況を自ら評価する。

このとき、海外のベス トプラクティスも勘案した複数の外部機関による

評価を取り入れることも検討する。



○ 研究開発プログラムの評価については、個々の施策レベルではなく、プ

ログラム全体としての目標達成を評価し、その結果がその後のプログラ

ム運営に反映される仕組みを構築する。

○ 科学的根拠 (エビデンス)に 基づく政策立案の実現に向け、科学 ・技術

やイノベーションに関する政策を対象とした先端的研究である 「政策の

ための科学」を推進し、評価指標の整備や政策効果の分析手法の確立を

図るとともに、専門人財の層の厚みを確保する。

(2)研 究資金の改革

① 資 金配分主体の位置付けの明確化

○ 行政需要と直結した研究開発については各府省が、それ以外の研究開発

には国から独立した資金配分主体が機能を担う。この役害1分担に従い、

国から独立した資金配分主体が担うことが適切な研究資金配分は、本省

からの機能の移管を着実に進める。

○ 国の研究開発の一体的推進のため以下の研究開発システムの改革が必

要である。
・ 「科学 口技術重要施策アクション ・プラン」等の取組により、科学 ・

技術関係の重要施策を各府省連携の下、一体的に推進する体制を整備
口府省の壁を越えて、最適な能力を有する研究開発機関に競争的かつ機

動的に資金配分
・各資金配分主体に対する統一的な評価  ｀

② 競争的資金の使用ルールの改善

○ 各府省の競争的資金の使用ルールの統一化及び整理統合等を行い、効率

的かつ柔軟な研究開発の実施を促進する。

○ 全ての競争的資金制度において間接経費30%措 置をできるだけ早期に実

現するとの第3期基本計画の目標を引き続き目指していく。

○ 研究資金の不正使用の防止のため、大学及び研究開発機関は研究資金の

効率的かつ的確な管理 ・監査体制の整備を進めるとともに、資金配分の

実施主体は各機関の管理 ・監査体制の状況の確認を徹底する。

○ 研究資金配分の不合理な重複や過度の集中を避けるため、大学及び研究

開発機関は所属研究者のエフォー ト管理を徹底するとともに、資金配分

の実施主体は 「府省共通研究開発管理システム (e―Rad)」を活用し、互

いに連携 口協力しつつ、競争的資金を適正かつ効率的に執行する。

③ 公正 口透明で質の高い審査 口評価体制の整備

○ 公正 口透明で質の高い審査 口評価が行われるためには、人員や審査時間

の確保が必要である。このため、資金配分の実施主体におけるPD・ P
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Oの 充実 ・確保及びその権限と役割の明確化など、体制強化を行う。ま

た、評価能力を常に高めるため評価者向けの実務研修を充実させるとと

もに、評価者及び審査員の年齢 口性別 ・所属等の多様性を確保する。不

適切な利益相反を排除するため、評価者及び審査員自体についての評価

システムを整える。また、審査における利害関係者の排除や審査結果の

開示といつた透明性の確保を徹底する。

3.国 民とともに創り進める科学 口技術政策

(1)政 策の企画立案 ・推進への国民参画の促進

○

○

○

科学口技術ロイノベーション政策で解決すべき課題や社会ニーズ、科学 ・

技術の成果が社会に還元される際の課題などについて、広く国民が参画

して議論できる場の形成などの新たな仕組みを整備する。

国民の政策への積極的参画を促す観点から、例えばNPO法 人等による

地域社会での科学 口技術コミュニケーション活動や、社会的課題に関す

る調査 口分析に係る取組を支援する。

国民が自ら科学 口技術の活用や要望について判断できるような情報提供

やリテラシー向上の取組を行う。

科学 口技術コミュニケーション活動の推進

国全体から大学及び研究開発機関、研究者、市民まであらゆるレベルで

双方向対話を行う科学 口技術コミュニケーションを促進する。専門家の

話を直接聞く場や、科学 ・技術に関する身近な話題について専門家と意

見交換する場を充実するとともに、大学、研究開発機関、博物館 口科学

館 ・図書館、学協会、NPO法 人における科学 ・技術コミュニケーショ

ン活動を支援する。また、関係者相互の連携や情報交換により、取組を

活性化させる。

科学 口技術 ロイノベーション政策や、それにより得られた成果等を分か

りやすく国民に伝える役割を担う専門人財として、科学 ・技術コミュニ

ケーターの養成 ・確保に向けた取組を進めるとともに、社会の多様な場

での活躍を促進する。また、科学 ・技術コミュニケーションのための良

質な番組や遠隔教育の充実、研究者の意識向上など、質を高める取組を

推進する。

科学 ・技術情報を含む知的基盤の構築に取り組んでいる国立国会図書館

など公共図書館や、草の根の活動から始まり急速な展開を見せているビ

ジネス支援図書館など各地域の公共図書館の取組とも十分に連携して、

広く国民への科学 口技術コミュニケーションを充実させていく。

科学 口技術と政策の連携を深めるため、英国で実施されているような国

会議員と研究者のマッチングや、国会議員と研究者の対話の場づくりな

どを推進する。国立国会図書館は国会議員へ必要な情報提供を行うとと

(2)

○

○

○

○
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もに、国会議員と研究者をつなぐ場としての役割も果たす。

○ 総合科学技術会議と日本学術会議の連携を深めるため、定期的に意見交

換を行う場を設置する。さらに、日本学術会議や学協会は、社会と研究

者との橋渡しの役割を担い、科学 口技術コミュニケーション活動やその

ための人財養成を展開していくことが期待される。

(3)研 究情報の分かりやすい形での発信

研究者は、それぞれの研究について、内容や成果を分かりやすく発信す

る取組を進める。例えば、3千万円以上の公的研究費を得た研究者には、

小中高等学校や市民講座でのレクチャーなどの科学 口技術コミュニケー

ション活動への貢献を求める。この際、大学及び研究開発機関は、科学 ・

技術コミュニケーターの配置、 トレーニングの実施など、研究者のアウ

トリーチ活動が適切に実施できるような事務職員の支援体制の整備、地

域を中心とした連携 B協力体制を整備する。また、公的資金による研究

論文は、可能な限り機関リポジ トリに登録することとし、その際には、
一般向けにも分かりやすい数百字程度の説明を添付する。

アウトリーチ活動の普及 ・定着を図るため、大学の組織的な取組を支援

するとともに、研究者等のアウトリーチ活動への参画が業績評価に反映

されるようにすることが求められる。

(4)倫 理的 ・法的 口社会的課題への取組

倫理的 口法的 自社会的課題への取組を促進するため、研究資金制度の目

的や特性等に応 じて、これ らの課題対応に研究資金の一部を充当する制

度設計を検討する。

研究開発の発展段階に応 じて、科学 ・技術が社会 ・国民に与える影響に

ついて調査分析 ・評価を行 うための活動 (テクノロジーアセスメン ト)

の在 り方について検討する。また、政策などの意志決定に際 して、テク

ノロジーアセスメン トに基づいた幅広い国民合意への取組とともに、社

会と科学 ・技術 ・イノベーションとの関わ りについて専門知識を持つ人

財の育成 口確保に向けた取組を進める。

4.研 究開発投資の強化

新成長戦略に掲げられた 「2020年度までに、官民合わせた研究開発投資

のGDP比 4%以 上」を実現する。

(P)政 府研究開発投資のGDP比 〇%

※ 答申までの間に引き続き検討していく。

民間研究開発投資の誘発促進を図ることとし、そのための政策手段につ

いて、規制 口制度の合理的な見直し、税制措置の在り方を含め、検討す

る。

○

〇

○

○

〇

○

○



資料4-1

総合科学技術会議が実施する国家的に重要な研究開発の評価

「ゲノムネットワークプロジェク ト」の
事後評価結果 (案)の 概要

平成22年7月16日

総合科学技術会議



総合科学技術会議が実施する国家的に重要な研究開発の事後評価

●内閣府設置法に基づき国
家的に重要な研究開発

(国費総額約300億 円
以上など)について事前

評価
●事前評価を実施 した研究

開発を対象に事後評価を
実施

実施府省の事後評価結果等を踏まえ、

●成果と目標達成状況の確認
●波及効果、マネジメントの妥当性な

どの見極め
について、評価専門調査会において
調査検討(調査検討に当たり当該分野の

専門家等からなる評価検討会を設置)

●施策への成果の有効活用
●今後の研究開発の推進体制整備

など

総合科学技術会議決定後、
実施府省に通知

事後評価対象

○名称:『ゲノムネットワークプロジェクト』
ヒトゲノム解読終了(平成15年4月)を受けた、遺伝子やタンパク質の相互作用
(ネットワーク)を解明する研究開発                 .
〇実施府省 :文部科学省
○実施期間:平成16年度から平成20年度(5年間)
○予算額 :国費総額は、当初計画約400億円、実績約137億円

(ゲノム機能情報の解析領域・対象の重点化や課題の絞り込みにより、予算
規模を縮小)
○実施研究機関:独立行政法人理化学研究所、国立遺伝学研究所 ほか

参考)総合科学技術会議による事前評価:平成15年11月実施



ゲノムネットワークプロジェク トの事後評価結果の概要

プロジェクトの目的・体制

ヒトゲノムの

塩基配列解読
終了

(平成15年4月)

遺伝子やタン
パク質の相互
作用(ネット

P― ク)を解明

プロジェク トの主構成

事後評価結果

ロジェク 卜実施による成果と課題

○ 個別研究成果:ゲノム機能情報基盤の整備と学術的成果

〔曇こどこ憂11吾 ぶ晶な峻糞
量のRNAの存在cRNA新大陸)の発見

〕

○ プロジェクト全体:横軸研究と縦軸研究との連携構想の

効果や知的財産権の確保が不十分

〔:清す3ご東3すg∵観踊高高み島Fこ
まで解明すべき)1撃TttL〕

○ 取り組むべき事項
目研究成果の産業界等に対する情報発信
・プロジェク ト参加ポス ドクのキャリアパスの実態把握

文部科学省による事後評価方法の課題

○ 当初日標と達成状況の比較考証やマネジメ
の検証が不明確

○ 評価委員会に産業界の委員が入つていない

ン ト

等

文部科学省が取 り組むベ

大規模研究開発における
① 責任と権限の帰属が明確なプロジェクトマネジメント

体制の構築
②研究開発評価方法の改善

ゲノム機能情報の解析饉軸研究j

転写制御領域やタンパク質の

相互作用の

個別生命機能解(縦軸研究)

データベースとして情報発信

実施体制

文部科学省

推進委員会
{基本方針の策定)

実施会議
(実施計画の策定)

研究機関 研究機関〕師 究機関



(参考)

生命現象を解明する研究開発

研
究
開
発
の
方
向

多様な生物ゲノムの比較解析から生物の多
様性や生物進化の分子基盤を解明

後継プロジェクト

ゲノムネット
ワークロ

プロジェクト
(H16～

H20年度)

革新的細
胞解析研
究プログ
ラム(H21
～H25年

度)

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
ゲ
ノ
ム
配
列
の
解
読
終
了

ヽ
　
　
　
　
　
　
ヽ
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車
の
両
輪
と
し
て
推
進 医療・産業へ応用する研究開発

動植物等多様な生物の持つ機能解明による

、有用物質の生産

研
究
開
発
の
方
向

遺伝子と疾患との関係に基づく病態の解明と

治療薬の開発

個人の遺伝情報に基づいた医療の確立

○ゲノム機能情報解析技術
○疾患関連遺伝子の発現に係
る分子間相互作用データ


